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○
電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
許
可
を
要
し
な
い
変
更
の
工
事
）

（
許
可
を
要
し
な
い
変
更
の
工
事
）

第
四
十
五
条
の
二

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い

第
四
十
五
条
の
二

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
し
な
い
高
周
波
利

て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
要
し
な
い
高
周
波
利

用
設
備
の
変
更
の
工
事
は
、
別
表
第
六
号
の
と
お
り
と
す
る
。

用
設
備
の
変
更
の
工
事
は
、
別
表
第
六
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
指
定
の
申
請
）

（
指
定
の
申
請
）

第
四
十
六
条

第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の

及
び
第
二
号
の

並
び
に
第
四
十
五
条

第
四
十
六
条

第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の

及
び
第
二
号
の

並
び
に
第
四
十
五
条

(1)

(3)

(1)

(3)

第
三
号
の
総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
設
備

第
三
号
の
総
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
設
備

の
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
（
以
下
「
製
造
業
者
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
は
、

の
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
（
以
下
「
製
造
業
者
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
は
、

申
請
書
に
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

申
請
書
に
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

を
添
え
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
添
え
て
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー

第
一
号
の

及
び

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

(2)

外
観
及
び
構
造
（
図
面
及
び
写
真
で
示
す
も
の
と
す
る
。
）

(2)

発
振
の
方
式

(3)

振
動
子
の
種
類
及
び
型
名

(4)

高
周
波
出
力
の
定
格
値
及
び
測
定
値

(5)

次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

(6)

利
用
す
る
周
波
数
（
以
下
「
利
用
周
波
数
」
と
い
う
。
）
及
び
周
波
数
変
動

(一)
幅
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電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不

(二)
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度

七

電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

六

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
、
超
音
波
ウ
エ
ル
ダ
ー
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
を

利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

第
一
号
の

及
び

並
び
に
前
号
の

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
の

及
び

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

(2)

(2)

(3)

(5)

(1)

(1)

(2)

外
観
及
び
構
造
（
図
面
及
び
写
真
で
示
す
も
の
と
す
る
。
）

(2)

発
振
の
方
式

(3)

振
動
子
の
種
類
及
び
型
名
（
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

(4)
の
場
合
を
除
く
。
）

高
周
波
出
力
の
定
格
値
及
び
測
定
値

(5)

次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

(2)

(6)

利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅

利
用
す
る
周
波
数
（
以
下
「
利
用
周
波
数
」
と
い
う
。
）
及
び
周
波
数
変
動

(一)

(一)
幅

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度

(二)

(二)

八

無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

七

無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

第
一
号
の

及
び

並
び
に
第
六
号
の

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
の

及
び

並
び
に
前
号
の

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

(2)

(2)

(3)

(5)

(1)

(1)

(2)

(2)

(3)

(5)

次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

次
に
掲
げ
る
事
項
の
設
計
値
及
び
測
定
値

(2)

(2)

利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅

利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅

(一)

(一)

ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
（
利
用
周
波
数
が
一
三
・
五
五
三

ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
（
利
用
周
波
数
が
一
三
・
五
五
三

(二)

MHz

(二)

MHz

か
ら
一
三
・
五
六
七

ま
で
の
範
囲
の
も
の
に
限
る
。）

か
ら
一
三
・
五
六
七

ま
で
の
範
囲
の
も
の
に
限
る
。
）

MHz

MHz

妨
害
波
電
圧
、
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
妨
害
波
電
力
（
利
用
周
波
数

妨
害
波
電
圧
、
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
妨
害
波
電
力
（
利
用
周
波
数

(三)

(三)

が
一
三
・
五
五
三

か
ら
一
三
・
五
六
七

ま
で
の
範
囲
の
も
の
を
除
く
。）

が
一
三
・
五
五
三

か
ら
一
三
・
五
六
七

ま
で
の
範
囲
の
も
の
を
除
く
。）

MHz

MHz

MHz

MHz

２

（
略
）

２

（
略
）

（
指
定
）

（
指
定
）

第
四
十
六
条
の
二

総
務
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

第
四
十
六
条
の
二

総
務
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
認
め

次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
認
め
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た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
設
備
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
行
う
。

た
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
設
備
の
型
式
に
つ
い
て
指
定
を
行
う
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

略

六

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー

六

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
エ
ル
ダ
ー

・

（
略
）

・

（
略
）

(1)

(2)

(1)

(2)利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
に
よ
る
漏
え
い
電
界
強
度
が

(3)
そ
の
設
備
の
発
振
器
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

利
用
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
ミ
リ
ボ
ル
ト

(一)

五
二
六
・
五

か
ら
一
、
六
〇
六
・
五

ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー

(二)

kHz

kHz

ト
ル
三
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

及
び

に
掲
げ
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
（
無
線
通
信
規
則
に
規
定
す
る
我

(三)

(一)

(二)

が
国
で
使
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
産
業
科
学
医
療
用
の
周
波
数
（
以
下

「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル

（
Ｐ

は
、
高
周
波
出
力
を
ワ
ッ
ト
で
表
し
た
数
と
し
、
高
周
波
出
力
が
五
〇
〇
ワ
ッ
ト

未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
五
〇
〇
と
し
、
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ

て
は
二
、
〇
〇
〇
と
す
る
。
）
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(3)

周
波
数
帯
（
無
線
通
信

規
則
に
規
定
す
る
我
が

国
で
使
用
す
る
こ
と
が

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

認
め
ら
れ
て
い
る
産
業

す
る
。
）

科
学
医
療
用
の
周
波
数

（
以
下
「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周

波
数
」
と
い
う
。
）
に

係
る
部
分
を
除
く
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上
五
〇
〇

一
〇
〇
デ
シ
ベ
ル

九
〇
デ
シ
ベ
ル

kHz

20P
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未
満

kHz五
〇
〇

以
上
五

以

八
六
デ
シ
ベ
ル

七
六
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

下五

を
超
え
三
〇

以

九
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
七

八
〇
デ
シ
ベ
ル
か
ら
六

MHz

MHz

下

三
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

〇
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
が

(4)
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
の

か
ら

ま
で
の
各
表
に

(一)

(三)

定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

利
用
周
波
数
に
お
け
る
磁
界
強
度

(一)

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー

周

波

数

帯

ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

一
〇

以
上
五
〇

以
下

三
七
・
一
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度

(二)

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー

部
分
を
除
く
。
）

ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

五
〇

を
超
え
一
五
〇

以
下

二
三
・
一
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

一
五
〇

を
超
え
四
九
〇

未
満

五
七
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

四
九
〇

以
上
一
、
七
〇
五

以
下

四
七
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

一
、
七
〇
五

を
超
え
二
、
一
九
四

五
二
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

未
満

二
、
一
九
四

以
上
三
・
九
五

未
満

四
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz
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三
・
九
五

以
上
二
〇

未
満

一
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

二
〇

以
上
三
〇

以
下

八
・
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度

(三)

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー

分
を
除
く
。）

ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

三
〇

を
超
え
四
七

未
満

六
八
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
七

以
上
六
八

以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

六
八

を
超
え
八
〇
・
八
七
二

以
下

六
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
〇
・
八
七
二

を
超
え
八
一
・
八
四
八

七
八
デ
シ
ベ
ル

MHz

未
満

MHz八
一
・
八
四
八

以
上
八
七

未
満

六
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
七

以
上
一
三
四
・
七
八
六

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
三
四
・
七
八
六

を
超
え
一
三
六
・
四

七
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

一
四

未
満

MHz

一
三
六
・
四
一
四

以
上
一
五
六

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
五
六

を
超
え
一
七
四

未
満

七
四
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
七
四

以
上
一
八
八
・
七

以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
八
八
・
七

を
超
え
一
九
〇
・
九
七
九

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

未
満

MHz一
九
〇
・
九
七
九

以
上
二
三
〇

以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

二
三
〇

を
超
え
四
〇
〇

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
〇
〇

を
超
え
四
七
〇

未
満

六
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
七
〇

以
上
一
、
〇
〇
〇

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、

床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て
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は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か
ら
一
〇
デ

シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に

の
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射

(5)

(3)

(4)

及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総

務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
。

（
略
）

（
略
）

(6)

(4)

七

電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

七

電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

・

（
略
）

・

（
略
）

(1)

(2)

(1)

(2)

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
に
よ
る
漏
え
い
電
界
強
度
が

(3)
そ
の
設
備
の
発
振
器
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

利
用
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
ミ
リ
ボ
ル
ト

(一)

五
二
六
・
五

か
ら
一
、
六
〇
六
・
五

ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー

(二)

kHz

kHz

ト
ル
三
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

及
び

に
規
定
す
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
を
除

(三)

(一)

(二)

く
。）
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル

（
Ｐ
は
、
高
周
波
出
力
を
ワ
ッ
ト
で
表
し
た

数
と
し
、
高
周
波
出
力
が
五
〇
〇
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
五
〇
〇
と

し
、
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
、
〇
〇
〇
と
す
る
。
）
マ

イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

第
一
号
の

に
掲
げ
る
条
件

第
一
号
の

及
び
前
号
の

に
掲
げ
る
条
件

(4)

(7)

(3)

(7)

(3)

八

無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

八

無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

～

（
略
）

～

（
略
）

(1)

(3)

(1)

(3)

（
略
）

（
略
）

(4)

(4)

（
略
）

（
略
）

(一)

(一)

制
御
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

負
荷
端
子
及
び
制
御
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

(二)

(二)

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

20P
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周

波

数

帯

す
る
。
）

周

波

数

帯

す
る
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

準

尖

頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上
五
〇
〇

八
〇
デ
シ
ベ
ル

七
〇
デ
シ
ベ
ル

一
五
〇

以
上
五
〇
〇

八
〇
デ
シ
ベ
ル

七
〇
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

未
満

未
満

kHz

kHz

五
〇
〇

以
上
三
〇

七
四
デ
シ
ベ
ル

六
四
デ
シ
ベ
ル

五
〇
〇

以
上
三
〇

七
四
デ
シ
ベ
ル

六
四
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

kHz

MHz

以
下

以
下

・

（
略
）

・

（
略
）

(三)

(四)

(三)

(四)

・

（
略
）

・

（
略
）

(5)

(6)

(5)

(6)

２

（
略
）

２

（
略
）

（
変
更
の
承
認
）

（
変
更
の
承
認
）

第
四
十
六
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
を
受
け

第
四
十
六
条
の
三

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
指
定
を
受
け

た
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変

た
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
総
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
、
超
音
波
ウ
エ
ル
ダ
ー
及
び
電
磁
誘
導
加
熱
を

利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

第
一
号
の

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

外
観
及
び
構
造

(2)

発
振
の
方
式

(3)

振
動
子
の
種
類
及
び
型
名
（
電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

(4)
を
除
く
。）

利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅
の
設
計
値

(5)

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
の
設
計

(6)
値

五

超
音
波
洗
浄
機
、
超
音
波
加
工
機
及
び
超
音
波
ウ
ェ
ル
ダ
ー
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第
一
号
の

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

外
観
及
び
構
造

(2)

発
振
の
方
式

(3)

振
動
子
の
種
類
及
び
型
名

(4)

利
用
周
波
数
及
び
周
波
数
変
動
幅
の
設
計
値

(5)

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要

(6)
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
設
計
値

六

電
磁
誘
導
加
熱
を
利
用
し
た
文
書
複
写
印
刷
機
械

第
一
号
の

並
び
に
前
号
の

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

(2)

(3)

(5)

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
の
設
計

(2)
値

七

無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

六

無
電
極
放
電
ラ
ン
プ

第
一
号
の

並
び
に
第
五
号
の

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
の

並
び
に
前
号
の

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項

(1)

(1)

(2)

(3)

(5)

(1)

(1)

(2)

(3)

(5)

ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
の
設
計
値

ス
プ
リ
ア
ス
発
射
の
漏
え
い
電
界
強
度
の
設
計
値

(2)

(2)

妨
害
波
電
圧
、
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
妨
害
波
電
力
の
設
計
値

妨
害
波
電
圧
、
放
射
妨
害
波
の
磁
界
強
度
及
び
妨
害
波
電
力
の
設
計
値

(3)

(3)

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
型
式
確
認
）

（
型
式
確
認
）

第
四
十
六
条
の
七

製
造
業
者
等
は
、
そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
電
子
レ
ン
ジ
又
は

第
四
十
六
条
の
七

製
造
業
者
等
は
、
そ
の
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
電
子
レ
ン
ジ
又
は

電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
の
型
式
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号

電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器
の
型
式
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
区
別
に
従
い
、
当
該
各
号

に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
（
以
下
「
型
式
確
認
」
と
い
う
。
）
を

に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
（
以
下
「
型
式
確
認
」
と
い
う
。
）
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

電
子
レ
ン
ジ

一

電
子
レ
ン
ジ

・

（
略
）

・

（
略
）

(1)

(2)

(1)

(2)ス
プ
リ
ア
ス
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
当
該
電
子
レ
ン
ジ
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル

(3)
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

九
〇

か
ら
一
〇
八

ま
で
及
び
一
七
〇

か
ら
二
二
二

ま
で
の
周
波

(一)

MHz

MHz

MHz

MHz
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数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
三
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

四
七
〇

か
ら
七
七
〇

ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
〇
〇

(二)

MHz

MHz

マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

及
び

に
掲
げ
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
を
除
く
。
）

(三)

(一)

(二)

に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル

（
Ｐ
は
、
高
周
波
出
力
を
ワ
ッ
ト
で
表
し
た
数
と
し
、

高
周
波
出
力
が
五
〇
〇
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
五
〇
〇
と
し
、
一
キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
一
、
〇
〇
〇
と
す
る
。
）
マ
イ
ク
ロ
ボ

ル
ト

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(3)

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

周
波
数
に
係
る
部
分
を

す
る
。
）

除
く
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上
五
〇
〇

七
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
六

六
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五

kHz

未
満

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz五
〇
〇

以
上
五

以

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

下五

を
超
え
三
〇

以

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

下
注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。

不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て

(4)
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ

周
波
数
に
係
る
部
分
を

ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

除
く
。
）

20P
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一
五
〇

以
上
三
〇

三
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
デ
シ
ベ
ル
ま
で
（
周
波
数

kHz

MHz

以
下

の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
）

(5)

不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
準
尖
頭
値
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
お
い
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
準
尖
頭
値
が

許
容
値
を
超
え
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
当
該
許
容
値
を
超
え
た
準
尖
頭
値
が
測
定

さ
れ
た
周
波
数
に
お
け
る
平
均
値
が
許
容
値
以
下
の
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用

許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇

周
波
数
に
係
る
部
分
を

デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

除
く
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

三
〇

を
超
え
八
〇
・

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

八
七
二

以
下

MHz

八
〇
・
八
七
二

を
超

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

え
八
一
・
八
八

未
満

MHz

八
一
・
八
八

以
上
一

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

三
四
・
七
八
六

以
下

MHz

一
三
四
・
七
八
六

を
MHz

超
え
一
三
六
・
四
一
四

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

未
満

MHz一
三
六
・
四
一
四

以

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

上
二
三
〇

以
下

MHz

二
三
〇

を
超
え
一
、

三
七
デ
シ
ベ
ル

三
二
デ
シ
ベ
ル

MHz

〇
〇
〇

以
下

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、

床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か
ら
一
〇

デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て

(6)
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ

周

波

数

帯

ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

一

を
超
え
二
・
三

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

GHz

以
下

二
・
三

を
超
え
二
・

一
一
〇
デ
シ
ベ
ル

GHz

四

未
満

GHz
二
・
五

を
超
え
五
・

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

七
二
五

未
満

GHz

五
・
八
七
五

を
超
え

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

一
一
・
七

未
満

GHz

一
一
・
七

以
上
一
二

七
三
デ
シ
ベ
ル

GHz

・
七

以
下

GHz

一
二
・
七

を
超
え
一

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

八

以
下

GHz

不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
に
つ
い
て
、
一
、
〇
〇
五

か
ら
二
、
三
九
五

(7)

MHz

ま
で
の
間
及
び
二
、
五
〇
五

か
ら
一
七
、
九
九
五

ま
で
（
五
、
七
二
〇

MHz

MHz

MHz

MHz

か
ら
五
、
八
八
〇

ま
で
を
除
く
。
）
の
間
に
お
い
て
尖
頭
値
が
最
も
高
い
妨
害

MHz

波
の
周
波
数
を
中
心
と
し
て
、
別
表
第
八
号
第
一
の
２

に
定
め
る
条
件
で
、
一

(6)

〇

掃
引
し
た
値
の
尖
頭
値
が
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て

MHz
毎
メ
ー
ト
ル
六
〇
デ
シ
ベ
ル
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・

・

(8)

(9)

(4)

(5)

二

電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器

二

電
磁
誘
導
加
熱
式
調
理
器

・

（
略
）

・

（
略
）

(1)

(2)

(1)

(2)利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
ス
プ
リ
ア
ス
発
射
に
よ
る
漏
え
い
電
界
強
度
が

(3)
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当
該
設
備
の
発
振
器
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
値
以
下

で
あ
る
こ
と
。

利
用
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
ミ
リ
ボ
ル
ト

(一)

五
二
六
・
五

か
ら
一
、
六
〇
六
・
五

ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
毎
メ
ー

(二)

kHz

kHz

ト
ル
三
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

及
び

に
掲
げ
る
周
波
数
以
外
の
周
波
数
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
を
除
く
。
）

(三)

(一)

(二)

に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル

（
Ｐ
は
、
高
周
波
出
力
を
ワ
ッ
ト
で
表
し
た
数
と
し
、

高
周
波
出
力
が
五
〇
〇
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
に
あ
つ
て
は
五
〇
〇
と
し
、
二
キ

ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
二
、
〇
〇
〇
と
す
る
。
）
マ
イ
ク
ロ
ボ

ル
ト

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
が
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

(3)

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用

許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と

周
波
数
に
係
る
部
分
を

す
る
。
）

除
く
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

一
〇

以
上
五
〇

未

一
二
二
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

満五
〇

以
上
一
四
八
・

一
〇
二
デ
シ
ベ
ル
か
ら

kHz

五

未
満

九
二
デ
シ
ベ
ル
ま
で

kHz

※

一
四
八
・
五

以
上
五

七
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
六

六
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五

kHz

〇
〇

未
満

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz

五
〇
〇

以
上
五

以

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

下五

を
超
え
三
〇

以

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

下
注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

20P
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す
る
。

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
が
次
の

及
び

(4)

(一)

(二)

の
各
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
設
備
の
対
角
線
の
寸
法
が
一
・
六
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
場
合

(一)

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用

磁
界
に
よ
り
直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア
ン
テ

周
波
数
に
係
る
部
分
を

ナ
に
誘
起
さ
れ
る
電
流
の
準
尖
頭
値
の
許
容
値

除
く
。
）

（
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す

る
。
）

水
平
成
分

垂
直
成
分

一
〇

以
上
七
〇

未

八
八
デ
シ
ベ
ル

一
〇
六
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

満七
〇

以
上
一
四
八
・

八
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
五

一
〇
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら

kHz

五

未
満

八
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

七
六
デ
シ
ベ
ル
ま
で

kHz

※

一
四
八
・
五

以
上
三

五
八
デ
シ
ベ
ル
か
ら
二

七
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四

kHz

〇

以
下

二
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

〇
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

MHz

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

し
、
五
二
六
・
五

か
ら
一
、
六
〇
六
・
五

ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
は
、

kHz

kHz

水
平
成
分
に
つ
い
て
三
七
デ
シ
ベ
ル
、
垂
直
成
分
に
つ
い
て
五
五
デ
シ
ベ
ル

と
す
る
。

そ
の
設
備
の
対
角
線
の
寸
法
が
一
・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合

(二)

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用

そ
の
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
磁

周
波
数
に
係
る
部
分
を

界
強
度
の
準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一

除
く
。
）

マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

一
〇

以
上
七
〇

未

六
九
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz
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満七
〇

以
上
一
四
八
・

六
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
九
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz

五

未
満

kHz
一
四
八
・
五

以
上
四

三
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz

未
満

MHz四

以
上
三
〇

以
下

三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

し
、
五
二
六
・
五

か
ら
九
一
二

ま
で
の
周
波
数
に
お
い
て
は
、
一
八
デ

kHz

kHz

シ
ベ
ル
と
す
る
。

不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
が
そ
の
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い

(5)
て
次
の
表
に
定
め
る
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

準
尖
頭
値
の
許
容
値
（
毎

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ

周
波
数
帯
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
用
周
波
数
に
係
る
部
分
を

除
く
。
）

ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す

る
。)

三
〇

を
超
え
八
〇
・
八
七
二

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
〇
・
八
七
二

を
超
え
八
一
・
八
八

未
満

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
一
・
八
八

以
上
一
三
四
・
七
八
六

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
三
四
・
七
八
六

を
超
え
一
三
六
・
四
一

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

四

未
満

MHz
一
三
六
・
四
一
四

以
上
二
三
〇

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz
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二
三
〇

を
超
え
一
、
〇
〇
〇

以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、

床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か
ら
一
〇
デ

シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

(6)

(4)

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）



○ 電 波 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 四 号 ）

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 案 現 行

別 表第 八 号 型 式 確認 に 係 る試 験 方 法（ 第 46条 の ７ 関 係 ） 別 表 第 八号 型 式確 認 に 係る 試 験方 法 （ 第 46条 の ７ 関 係 ）

第 １ 電 子 レン ジ 第 １ 電子 レ ン ジ

１ 試 験 条件 １ 試験 条 件

( 1 ) 測 定 場 所 の 温 ア 温度 摂 氏５ 度 か ら摂 氏 35度 ま で の 範 囲 ( 1 ) 測 定 場 所 の 温 ア 温 度 摂 氏 ５ 度か ら 摂 氏 35度 ま で の 範 囲

度 及 び湿 度 イ 相対 湿 度 45パ ー セ ン ト か ら 85パ ー セ ン ト まで の 範 囲 度 及び 湿 度 イ 湿 度 45パ ー セ ン ト か ら 85パ ー セ ン ト ま での 範 囲

( 2 ) 電 子 レ ン ジ の ア 磁界 強 度 又は 電 界 強度 以 外 の項 目 の測 定 の 場合 ( 2 ) 電 子 レ ン ジ の ア ス プ リア ス 発 射の 電 界 強度 以 外 の項 目 の 測定 の 場合

設 置 の方 法 平た ん な 非金 属 性 の台 の 上 に通 常 の使 用 状 態で 置 く 。 設 置の 方 法 平 た んな 木 台 の上 に 通 常の 使 用 状態 で 置 く。

イ 磁界 強 度 又は 電 界 強度 の 測 定の 場 合 イ ス プ リア ス 発 射の 電 界 強度 の 測 定の 場 合

水 平 面 上 に あ る 回 転 す る 非 金 属 性 の 支 持 台 の 上 に 置 き 、 底 水 平 面 上 に あ る 回 転 す る 非 導 電 性 の 支 持 台 の 上 に 置 き 、 底

面 が 地 表 又 は 床 面 か ら 8 0セ ン チ メ ー ト ル の 高 さ に な る よ う に 面 が 地 表 又 は 床 面 か ら 7 5セ ン チ メ ー ト ル の 高 さ に な る よ う に

す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 電 源 電 線 が 支 持 台 の 中 心 か ら 垂 直 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 電 源 電 線 が 支 持 台 の 中 心 か ら 垂 直

に 降ろ し て 余分 が あ ると き は 、そ の 部分 を 束 ねて お く 。 に 降 ろし て 余 分が あ る とき は 、そ の 部 分を 束 ね てお く 。

(3) 電 源 周 波 数 50Hz又 は 60Hz ( 3 ) 電 源 周 波 数 50Hz又 は 60Hz

( 4) 出 力 切 換 え 出 力 切 換 え の あ る 場 合 は 、 高 周 波 出 力 の 定 格 値 が 最 大 と な る (4) 出 力 切 換 え 出 力 切 換 え の あ る 場 合 は 、 高 周 波 出 力 の 定 格 値 が 最 大 と な る

位 置 とす る 。 位 置と す る。

(5) 負 荷 の 方 法 ア 高 周 波 出 力 又 は 漏 え い 電 波 の 電 力 束 密 度 以 外 の 項 目 の 測 定 (5) 負 荷 の 方 法 ア 漏 え い電 波 の 電力 束 密 度以 外 の 項目 の 測 定の 場 合

の 場合

(ｱ) 負 荷 摂 氏 15度 か ら 摂 氏 25度 ま で の 範 囲の 水 を 用い る。 ( ｱ ) 負 荷 摂 氏 1 8度 か ら 摂 氏 22度 ま で の 範 囲 （ 高 周 波 出 力

の 測 定 の 場 合 は 室 温 マ イ ナ ス 摂 氏 1 0度 程 度 ） の 水

を 用い る 。

(ｲ) 容 器 外 径 190ミ リ メ ー ト ル ± ５ ミ リ メ ー ト ル 、 高 さ 90 ( ｲ ) 容 器 容 量 1,0 0 0ミ リ リ ッ ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー を ２ 個

ミ リ メ ー ト ル ± ５ ミ リ メ ー ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー 使 用 す る 。 た だ し 、 加 熱 室 寸 法 が 小 さ い た め こ れ

を１ 個 使 用す る 。 を 入 れ る こ と が で き な い 場 合 は 、 容 量 500ミ リ リ ツ

ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー を ４ 個 使 用 す る こ と が で き

る 。

(ｳ) 負 荷 量 1,00 0ミ リ リ ッ ト ル の 水 を用 い る 。 ( ｳ ) 負 荷 量 2 , 0 0 0ミ リ リ ツ ト ル の 水 を 各 ビ ー カ ー に 等 分 す

る 。

(ｴ) 位 置 加 熱 室 の中 心 部 に次 の 図に 示 す よう に 置 く。 ( ｴ ) 位 置 加 熱 室 の 中 心 部 に 次 の 図 に 示 す よ う な 状 態 で 互

い にビ ー カ ーが 接 する よ う に並 べ る 。

1,00 0ミ リ リ ツ ト ル のビ ー 500ミ リ リ ツ ト ルの ビ ー

カ ー２ 個 を 使用 し た 場合 カ ー ４ 個を 使 用し た 場 合



イ 高周 波 出 力の 測 定 の場 合

(ｱ) 負 荷 摂 氏 ８ 度か ら 摂 氏 12度 ま で の 範 囲の 水 を 用い る。

(ｲ) 容 器 容 量 1,0 0 0ミ リ リ ッ ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー を ２ 個

使 用 す る 。 た だ し 、 こ れ を 入 れ る こ と が で き な い

場 合 は 、 容 量 500ミ リ リ ッ ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー を

４個 使 用 する こ とが で き る。

( ｳ ) 負 荷 量 2 , 0 0 0ミ リ リ ッ ト ル の 水 を 各 ビ ー カ ー に 等 分 す

る。

( ｴ ) 位 置 加 熱 室 の 中 心 部 に 次 の 図 に 示 す よ う な 状 態 で 互

いに ビ ー カー が 接す る よ うに 並 べ る。

1,00 0ミ リ リ ッ ト ルの ビ ー 500ミ リ リ ッ ト ル の ビ ー

カー ２ 個 を使 用 し た場 合 カ ー ４個 を 使 用し た 場 合

ウ 漏え い 電 波の 電 力 束密 度 の 測定 の 場合 イ 漏 え い電 波 の 電力 束 密 度の 測 定 の場 合

(ｱ) 負 荷 摂 氏 18度 か ら 摂 氏 22度 ま で の 範 囲の 水 を 用い る。 (ｱ) 負 荷 摂 氏 18度 か ら 摂 氏 22度 ま で の 範 囲 の水 を 用 いる 。

(ｲ) 容 器 容 量 500ミ リ リ ッ ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー を １ 個 使 (ｲ) 容 器 容 量 500ミ リ リ ツ ト ル の 低 損 失 ビ ー カ ー を １ 個 使

用 す る 。 用 する 。

( ｳ ) 負 荷 量 2 6 0ミ リ リ ッ ト ル か ら 29 0ミ リ リ ッ ト ル ま で の 範 ( ｳ ) 負 荷 量 2 6 0ミ リ リ ツ ト ル か ら 2 9 0ミ リ リ ツ ト ル ま で の 範

囲 の 水 を用 い る 。 囲 の水 を 用 いる 。

(ｴ) 位 置 加 熱 室 の中 心 部 に次 の 図に 示 す よう に 置 く。 (ｴ) 位 置 加 熱 室 の 中心 部 に次 の 図 に示 す よ うに 置 く 。

２ 測 定 等 ２ 測定 等

( 1 ) 占 有 周 波 数 帯 ５ 分間 以 上 動作 さ せ た後 、 負 荷を 取 り替 え 、 負荷 が 沸 騰点 に ( 1 ) 占 有 周 波 数 帯 10分 間 以 上 動 作 さ せ た 後 、 負 荷 を 取 り 替 え 、 負 荷 が 沸 騰 点 に

幅 に 含 ま れ る 周 達 す る ま で の 発 振 周 波 数 の 変 化 を 周 波 数 測 定 装 置 に よ り 測 定 す 幅 に 含 ま れ る 周 達 す る ま で の 発 振 周 波 数 の 変 化 を 周 波 数 測 定 装 置 に よ り 測 定 す

波 数 の範 囲 る 。 そ の 後 、 ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ ー に よ る 占 有 周 波 数 帯 幅 波 数の 範 囲 る 。 そ の 後 、 ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ ー に よ る 占 有 周 波 数 帯 幅

（ ス ペ ク ト ル 分 布 の 波 形 の 最 高 値 か ら 2 6デ シ ベ ル 低 下 し た レ ベ （ ス ペ ク ト ル 分 布 の 波 形 の 最 高 値 か ら 2 6デ シ ベ ル 低 下 し た レ ベ

ル に おけ る 周 波数 帯 幅 とす る。） を測 定 する 。 ル にお け る周 波 数 帯幅 と す る。） を 測定 す る 。

(2) 高 周 波 出 力 次 の手 順 に より 測 定 及び 算 定 を行 う 。 (2) 高 周 波 出 力 次の 手 順に よ り 測定 及 び 算定 を 行 う。

ア 3 0分 間 以 上 動 作 さ せ た 後 、 負 荷 を 取 り 替 え 、 温 度 が 約 1 0度 ア 3 0分 間 以 上 動 作 さ せ た 後 、 負 荷 を 取 り 替 え 、 温 度 が 約 1 0度

上 昇 す る 時 間 (t)を 求 め る 。 上 昇 する 時 間 (t)を 求 め る 。



イ 再 度 負 荷 を 取 り 替 え 、 t時 間 加 熱 し て 各 ビ ー カ ー の 水 温 上 昇 イ 再 度 負 荷 を 取 り 替 え 、 t時 間 加 熱 し て 各 ビ ー カ ー の 水 温 上 昇

値 の平 均 を 求め る 。 値 の 平均 を 求 める 。

ウ イ の 動 作 を ５ 回 繰 り 返 し 、 各 回 の 温 度 上 昇 値 を 平 均 し て 、 ウ イ の 動 作 を ５ 回 繰 り 返 し 、 各 回 の 温 度 上 昇 値 を 平 均 し て 、

平 均温 度 上 昇値 （ ⊿ Ｔ） を 求 める 。 平 均 温度 上 昇 値（ ⊿ Ｔ ）を 求 める 。

エ ア 及 び ウ の 値 に 基 づ き 次 の 式 に よ り 高 周 波 出 力 （ Ｐ ） を 求 エ 上 記 ア 及 び ウ の 値 に 基 づ き 次 の 式 に よ り 高 周 波 出 力 （ Ｐ ）

め る。 を 求 める 。

8,40 0× ⊿ Ｔ （ 摂 氏 温 度） 8,40 0× ⊿ Ｔ （ 摂 氏 温度 ）
Ｐ （ Ｗ） ＝ Ｐ（ ワ ッ ト） ＝

ｔ （ 秒） ｔ （秒 ）

た だ し 、 本 手 順 に よ り 難 い 場 合 は 、 電 源 端 子 に お け る 消 費 電

力 の 測定 に よ り代 え る こと が で きる 。

( 3 ) 電 源 端 子 に お 電 子 レ ン ジ を 高 さ 4 0セ ン チ メ ー ト ル の 台 の 上 に 置 き 、 8 0セ ン

け る 妨 害 波 電 圧 チ メ ー ト ル 離 し た 位 置 に 擬 似 電 源 回 路 網 を 設 置 し 、 擬 似 電 源 回

路 網 の 電 源 出 力 端 子 に 電 子 レ ン ジ の 電 源 入 力 端 子 を 接 続 し 、 電

子 レ ンジ を 動 作さ せ 、 10秒 以 上 経 過 後 に測 定 す る。

( 4 ) 不 要 発 射 に よ 直 径 0.6メ ー ト ル の ル ー プ ア ン テ ナ を 接 続 し た 校 正 済 み の 磁 界

る 磁 界強 度 強 度 測 定 器 に よ り 、 支 持 台 を 回 転 さ せ 、 電 子 レ ン ジ か ら ３ メ ー

ト ル の距 離 に おけ る 最 大値 を 測 定す る 。

ル ープ ア ン テナ の 下 端の 地 上 高は １ メー ト ル とす る 。

動 作を 開 始 して か ら 10秒 以 上 経 過 後 に測 定 す る。

( 5 ) 不 要 発 射 に よ 空 中 線 系 を 含 め 校 正 済 み の 電 界 強 度 測 定 装 置 に よ り 周 波 数 ご ( 3 ) ス プ リ ア ス 発 空 中 線 系 を 含 め 校 正 済 み の 電 界 強 度 測 定 装 置 に よ り 周 波 数 毎

る 電 界強 度 と に 、 偏 波 面 及 び 空 中 線 の 高 さ を 変 化 さ せ る と と も に 支 持 台 を 射 に よ る 電 界 強 に 、偏 波 面及 び 空 中線 の 高 さを 変 化 させ る と とも に 支持 台

回 転 さ せ 、 1 , 0 0 0 M H z以 下 の 周 波 数 範 囲 に お い て は 電 子 レ ン ジ か 度 を 回 転 さ せ 、 電 子 レ ン ジ か ら 3 0メ ー ト ル の 水 平 距 離 に お け る 最

ら 1 0メ ー ト ル の 距 離 に お け る 最 大 値 を 測 定 す る 。 た だ し 、 ケ ー 大 値 を 測 定 す る 。 た だ し 、 こ の 水 平 距 離 を 確 保 す る こ と が で き

ブ ル を 含 め て 直 径 1. 2メ ー ト ル 、 床 か ら 1. 5メ ー ト ル の 円 柱 形 の な い 場 合 は 、 次 の 表 に 示 す 水 平 距 離 に お い て 測 定 し 、 そ の 値 に

体 積 内 に 収 ま る 設 備 に 限 り 、 ３ メ ー ト ル の 距 離 に お い て 測 定 す 同 表の 係 数を 乗 じ て得 た 値 をも つ て 測定 値 と する こ とが で き る。

る こ とが で き る。 測 定 周波 数 水 平 距離 （ メ ート

1 , 0 0 0 M H zを 超 え る 周 波 数 範 囲 に お い て は ３ メ ー ト ル の 距 離 に 係 数

お け る最 大 値 を測 定 す る。 （ Ｍ Ｈｚ ） ル ）

動 作を 開 始 して か ら 10秒 以 上 経 過 後 に測 定 す る。 1,00 0未 満 10 １ ／ ３

測 定 装 置 の 分 解 能 帯 域 幅 を 1MH z、 ビ デ オ 帯 域 幅 を １ MHz以 上 に 1,00 0以 上 ３ １ ／ 10

設 定 す る 。

( 6 ) 電 界 強 度 の 重 測 定 装 置 の 分 解 能 帯 域 幅 を 1 M H z、 ビ デ オ 帯 域 幅 を 10 H zに 設 定

み 付 け測 定 し 、 対数 値 モ ード で 測 定す る 。

尖 頭 値 が 最 も 高 い 妨 害 波 の 周 波 数 を 中 心 と し て 、 少 な く と も

掃 引 ５回 の 間 の最 大 値 保持 モ ー ドで 測 定し た 結 果を 用 い る。

( 7 ) 漏 え い 電 波 の 耐 久 試 験 （ 扉 を 十 万 回 開 閉 す る 。） 後 起 動 さ せ 、 次 の 各 状 態 ( 4 ) 漏 え い 電 波 の 耐 久 試 験 （ 毎 分 約 2 0回 の 割 合 で 扉 を 十 万 回 開 閉 す る 。） 後 起

電 力 束密 度 に お け る 電 子 レ ン ジ の 表 面 か ら ５ セ ン チ メ ー ト ル 離 れ た 全 て の 電 力束 密 度 動 さ せ 、 次 の 各 状 態 に お け る 電 子 レ ン ジ の 表 面 か ら ５ セ ン チ メ

場 所 にお け る 電力 束 密 度を 測 定 する 。 ー トル 離 れた す べ ての 場 所 にお け る 電力 束 密 度を 測 定す る 。

ア 扉を 閉 め た状 態 ア 扉 を 閉め た 状 態

イ 発 振 管 の 発 振 停 止 装 置 が 動 作 す る 直 前 の 位 置 ま で 扉 を 開 い イ 発 振 管 の 発 振 停 止 装 置 が 動 作 す る 直 前 の 位 置 ま で 扉 を 開 い

て 固定 し た 状態 て 固 定し た 状 態

ウ ラッ チ な どの 固 定 装置 を 有 する も のは 、 通 常扉 を 開 く力 の ウ ラ ツ チな ど の 固定 装 置 を有 す る もの は 、 通常 扉 を開 く 力 の

２ 倍の 力 で 扉の 取 手 の任 意 の 箇所 を 引い た 状 態 ２ 倍 の力 で 扉 の取 手 の 任意 の 箇所 を 引 いた 状 態



( 8) 安 全 性 一 般 的 な 妥 当性 を 有 する 方 法 によ り 次の 事 項 を確 認 す る。 (5) 安 全 性 一 般 的 な妥 当 性 を有 す る 方法 に よ り次 の 事 項を 確 認す る 。

ア 絶縁 抵 抗 値そ の 他 きよ う 体 の絶 縁 状況 ア 絶 縁 抵抗 値 そ の他 き ょ う体 の 絶 縁状 況

イ 高圧 電 気 によ り 充 電さ れ る 器具 及 び電 線 の 収容 状 況 イ 高 圧 電気 に よ り充 電 さ れる 器 具 及び 電 線 の収 容 状況

第 ２ 電 磁 誘 導 加 熱 式 調 理 器 第 ２ 電磁 誘 導 加熱 式 調 理器

１ 試 験 条件 １ 試験 条 件

( 1 ) 測 定 場 所 の 温 ア 温度 摂 氏５ 度 か ら摂 氏 35度 ま で の 範 囲 ( 1 ) 測 定 場 所 の 温 ア 温 度 摂 氏 ５ 度か ら 摂 氏 35度 ま で の 範 囲

度 及 び湿 度 イ 相対 湿 度 45パ ー セ ン ト か ら 85パ ー セ ン ト まで の 範 囲 度 及び 湿 度 イ 湿 度 45パ ー セ ン ト か ら 85パ ー セ ン ト ま での 範 囲

( 2 ) 電 磁 誘 導 加 熱 ア 磁界 強 度 又は 電 界 強度 以 外 の項 目 の測 定 の 場合 ( 2 ) 電 磁 誘 導 加 熱 ア 電 界 強度 以 外 の項 目 の 測定 の 場 合

式 調 理 器 の 設 置 平た ん な 非金 属 性 の台 の 上 に通 常 の使 用 状 態で 置 く 。 式 調 理 器 の 設 置 平 た んな 木 台 の上 に 通 常の 使 用 状態 で 置 く。

の 方 法 イ 磁界 強 度 又は 電 界 強度 の 測 定の 場 合 の 方法 イ 電 界 強度 の 測 定の 場 合

水 平 面 上 に あ る 回 転 す る 非 金 属 性 の 支 持 台 の 上 に 置 き 、 底 水 平 面 上 に あ る 回 転 す る 非 導 電 性 の 支 持 台 の 上 に 置 き 、 底

面 が 地 表 又 は 床 面 か ら 8 0セ ン チ メ ー ト ル の 高 さ に な る よ う に 面 が 地 表 又 は 床 面 か ら 4 0セ ン チ メ ー ト ル の 高 さ に な る よ う に

す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 電 源 電 線 は 支 持 台 の 中 心 か ら 垂 直 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 電 源 電 線 が 支 持 台 の 中 心 か ら 垂 直

に 降ろ す 。 に 降 ろし て 余 分が あ る とき は 、そ の 部 分を 束 ね てお く 。

た だ し 、 当 該 設 備 の 対 角 線 の 寸 法 が 1.6メ ー ト ル を 超 え る と

き は、 地 表 又は 床 面 に薄 い 絶 縁体 を 敷き 、 そ の上 に 置 く。

(3) 電 源 周 波 数 50Hz又 は 60Hz ( 3 ) 電 源 周 波 数 50Hz又 は 60Hz

( 4) 負 荷 の 方 法 ア 負 荷 摂氏 18度 か ら 摂 氏 22度 ま で の 範 囲 の水 を 用 いる 。 (4) 負 荷 の 方 法 ア 負 荷 摂 氏 18度 か ら 摂 氏 22度 ま で の 範 囲の 水 を用 い る 。

イ 容 器 接 触 面 の 寸 法 が 、 110、 145、 180、 21 0又 は 300ミ リ イ 容 器 製 造 業者 が 選 定す る な べ等

メ ー ト ル の う ち 、 仕 様 の 範 囲 内 で 最 も 小 さ い ほ う ろ

う 鉄 製 容 器 。 た だ し 、 平 ら な 容 器 で 使 用 す る こ と を

想 定 し て い な い 加 熱 領 域 を 持 つ も の に つ い て は 、 附

属 され た 容 器又 は 仕 様で 推 奨さ れ た 容器

ウ 負荷 量 容器 の 定 格容 量 の 80%以 上 の 水 ウ 負 荷 量 1, 5 0 0ミ リ リ ッ ト ル の 水 （ 1 , 5 0 0ミ リ リ ッ ト ル の 水

が 入 ら ない も の は、 な べ 等の 容 量 の 80%の 水 ）

エ 位 置 加熱 部 の 中心 に 置 く。 エ 位 置 加 熱 部の 中 心 に置 く 。

オ ア か ら エ ま で に か か わ ら ず 、 最 大 出 力 に 設 定 す る 場 合 は 、

こ の限 り で はな い 。

２ 測 定 等 ２ 測定 等

(1) 利 用 周 波 数 電 源を 投 入 し起 動 さ せて か ら 15分 経 過 後 の 周 波数 を 測 定す る。 (1) 利 用 周 波 数 電源 を 投入 し 起 動さ せ て から 15分 経 過 後 の 周波 数 を測 定 す る。

周 波 数 の 切 換 え が 可 能 な 機 器 に あ つ て は そ れ ぞ れ の 周 波 数 を 、 周 波 数 の 切 換 が 可 能 な 機 器 に あ つ て は そ れ ぞ れ の 周 波 数 を 、 周

周 波 数 が 連 続 し て 可 変 な も の に あ つ て は そ の 最 低 周 波 数 及 び 最 波 数が 連 続し て 可 変可 能 な もの に あ つて は 、 その 最 低周 波 数 及

高 周 波数 を 測 定す る 。 び 最高 周 波数 を 測 定す る 。

(2) 周 波 数 変 動 幅 電 源 を 投 入 し 起 動 さ せ て か ら 15分 経 過 す る ま で の 間 、 (1)の 利 (2) 周 波 数 変 動 幅 電 源 を 投 入 し 起 動 さ せ て か ら 15分 経 過 す る ま で の 間 (1)の 利 用

用 周 波数 に 対 応す る 周 波数 に つ いて 最 低値 と 最 高値 を 測 定す る。 周 波数 に 対応 す る 周波 数 に つい て 最 低値 と 最 高値 を 測定 す る 。

(3) 高 周 波 出 力 次 の手 順 に より 測 定 及び 算 出 を行 う 。 (3) 高 周 波 出 力 次の 手 順に よ り 測定 及 び 算出 を 行 う。

ア 最大 の 高 周波 出 力 で加 熱 し 、消 費 電力 量 が 120ワ ッ ト に 達 ア 最 大 の 高 周 波 出 力 で 加 熱 し 、 消 費 電 力 量 が 120ワ ッ ト 時 に 達

し た と き は 、 装 置 の 電 源 を 切 断 し 、 負 荷 の 水 を 十 分 か く は ん し た と き 装 置 の 電 源 を 切 断 し 、 負 荷 の 水 を 十 分 か く は ん し た

し た後 、 そ の温 度 を 測定 し 、 次の 式 から 熱 効 率η を 求 める 。 後 、 その 温 度 を測 定 し 、次 の 式か ら 熱 効率 η を 求め る 。



（ Ｖ ＋Ｃ × Ｗ）（Ｔ － Ｔｏ ） （Ｖ ＋ Ｃ ×Ｗ ）（ Ｔ －Ｔ ｏ ）
η（ ％ ） ＝ × 100 η ＝ × 100%

Ｅ × 860 Ｅ × 860

な お 、 Ｖ ： なべ 等 の 中の 水 の 重量 （ ｇ） た だし Ｖ： な べ 等の 中 の 水の 重 量 （ｇ ）

Ｃ ： 試験 に 用 いた な べ 等の 比 熱（ ｃ ａ ｌ／ ｄ ｅ ｇ） Ｃ： 試 験 に用 い た なべ 等 の 比熱 （ ｃ ａｌ ／ ｄｅ ｇ ）

Ｗ ： 試験 に 用 いた な べ 等の 重 量（ ｇ ） Ｗ： 試 験 に用 い た なべ 等 の 重量 （ ｇ ）

Ｔ ： 加熱 後 の 水の 温 度 （℃ ） Ｔ： 加 熱 後の 水 の 温度 （ ℃ ）

Ｔ ｏ ：加 熱 前 の水 の 温 度（ ℃ ） Ｔｏ ： 加 熱前 の 水 の温 度 （ ℃）

Ｅ ： 加熱 に 要 した 消 費 電力 量 （Ｗ ｈ ） Ｅ： 加 熱 に要 し た 消費 電 力 量（ Ｗ ｈ ）

イ 次の 式 か ら高 周 波 出力 Ｐ を 求め る 。 イ 次 の 式か ら 高 周波 出 力 Ｐを 求 め る。

Ｐ＝ η × ｐ Ｐ ＝ η× ｐ

な お、 ｐ ：定 格 消 費電 力 （ Ｗ） ただ し ｐ ： 定 格消 費 電 力（ Ｗ ）

ウ 高周 波 出 力の 測 定 値は 、 少 なく と も３ 回 以 上行 う 。 ウ 高 周 波出 力 の 測定 値 は 、少 な く とも ３ 回 以上 行 う。

た だ し 、 本 手 順 に よ り 難 い 場 合 は 、 電 源 端 子 に お け る 消 費 電

力 の 測定 に よ り代 え る こと が で きる 。

( 4 ) 電 源 端 子 に お 電 磁 誘 導 加 熱 式 調 理 器 を 40セ ン チ メ ー ト ル の 台 の 上 に 置 き 、 8

け る 妨 害 波 電 圧 0セ ン チ メ ー ト ル 離 し た 位 置 に 擬 似 電 源 回 路 網 を 設 置 し 、 擬 似 電

源 回 路 網 の 電 源 出 力 端 子 に 電 磁 誘 導 加 熱 式 調 理 器 の 電 源 入 力 端

子 を 接 続 し 、 電 磁 誘 導 加 熱 式 調 理 器 を 動 作 さ せ 、 10秒 以 上 経 過

後 に 測定 す る 。

加 熱 領 域 を 複 数 持 つ 場 合 は 、 順 番 に 単 独 で 動 作 さ せ て 測 定 す

る （ (5)か ら (7)ま で に お い て も 適用 す る。）。

１ つ の 加 熱 領 域 に 複 数 の 誘 導 コ イ ル を 持 つ 場 合 は 、 最 初 に 領

域 内 の 最 も 小 さ い コ イ ル を 作 動 さ せ て 測 定 し 、 次 に 領 域 内 の 全

て の コ イ ル を 作 動 さ せ て 測 定 す る （ (5 )か ら (7 )ま で に お い て も

適 用 する 。）。

( 5 ) 直 径 ２ メ ー ト 次 の 図 の と お り 装 置 を 設 置 し 、 電 源 を 投 入 し 起 動 さ せ て か ら

ル の ル ー プ ア ン ５ 分 経過 後 に 測定 す る 。

テ ナ に よ る 電 流 電 流 プ ロ ー ブ を 用 い て 三 方 向 の ル ー プ ア ン テ ナ の そ れ ぞ れ に

の 測 定 つ い て行 う 。

ケ ー ブ ル 類 は 次 の 図 の と お り 一 緒 に し て 引 き 回 し 、 直 径 ２ メ

ー ト ル の ル ー プ ア ン テ ナ が 占 め る 同 一 の 八 分 儀 区 画 か ら 引 き 出

し 、 ど の ル ー プ ア ン テ ナ に 対 し て も 0.4メ ー ト ル 以 内 に 近 づ か な



い よ うに 配 置 する 。

( 6 ) ３ メ ー ト ル 離 直 径 0.6メ ー ト ル の ル ー プ ア ン テ ナ を 接 続 し た 校 正 済 み の 磁 界

れ た 地 点 で の 磁 強 度 測定 器 に より 、 次 の手 順 に より 測 定を 行 う 。

界 強 度 ア 電 源 を 投 入 し 起 動 さ せ て か ら ５ 分 経 過 後 に 最 大 の 高 周 波 出

力 で漏 え い 磁界 強 度 を測 定 す る。

イ 漏 え い 電 波 を 受 信 し た と き は 支 持 台 及 び 受 信 ア ン テ ナ を 回

転 し 、 最 大 の 測 定 値 を 求 め 、 こ れ を も つ て そ の 周 波 数 の 測 定

値 とす る 。

( 7 ) 不 要 発 射 に よ 空 中 線 系 を 含 め 校 正 済 み の 電 界 強 度 測 定 装 置 に よ り 、 次 の 手 ( 4 ) 利 用 周 波 数 に 次の 手 順に よ り 測定 を 行 う。

る電 界 強 度 順 に より 測 定 を行 う 。 よ る 発 射 及 び ス

ア 電 源 を 投 入 し 起 動 さ せ て か ら ５ 分 経 過 後 に 、 最 大 の 高 周 波 プ リ ア ス 発 射 に ア 電 源 を 投 入 し 起 動 さ せ て か ら 1 5分 経 過 後 に 空 中 線 系 を 含 め

出 力で 電 界 強度 を 測 定す る 。 よ る 漏 え い 電 界 校 正 済 み の 電 界 強 度 測 定 装 置 に よ り 、 最 大 の 高 周 波 出 力 で 漏

強 度 え い 電界 強 度 を測 定 す る。

イ 漏 え い 電 波 を 受 信 し た と き は 周 波 数 ご と に 、 偏 波 面 及 び 空 イ 漏 え い 電 波 を 受 信 し た と き は 機 器 及 び 受 信 ア ン テ ナ を 回 転

中 線 の 高 さ を 変 化 さ せ る と と も に 支 持 台 を 回 転 さ せ 、 電 磁 誘 し 、 最 大 の 測 定 値 を 求 め 、 こ れ を も つ て そ の 周 波 数 の 測 定 値

導 加 熱 式 調 理 器 か ら 10メ ー ト ル の 距 離 に お け る 最 大 値 を 測 定 と す る。

す る。

た だ し 、 ケ ー ブ ル を 含 め て 直 径 1. 2メ ー ト ル 、 床 か ら 1 . 5メ

ー ト ル の 円 柱 形 の 体 積 内 に 収 ま る 設 備 に 限 り 、 ３ メ ー ト ル の

距 離に お い て測 定 す るこ と が でき る 。

ウ 測 定 距 離 （ 機 器 の 端 と 受 信 ア ン テ ナ の 中 心 と の 距 離 ） は 、 3

0メ ー ト ル と す る 。 た だ し 、 こ の 測 定 距 離 を 確 保 す る こ と が で

き な い 場 合 は 、 1 0メ ー ト ル の 距 離 で 測 定 し 、 そ の 値 に 次 の 表

の 係 数を 乗 じ て得 た 値 をも つ て測 定 値 とす る こ とが で き る。

測 定 周 波 数 （ ｋ Ｈｚ ） 係 数

526. 5未 満 １ ／ 27

52 6 . 5以 上 1606 .5以 下 １ ／ 10

16 0 6. 5超 １ ／ ６

エ 受 信 用ル ー プ アン テ ナ の下 端 の 地上 高 は １メ ー トル と す る。

オ 高 周 波 発 生 装 置 が ２ 以 上 あ り 、 同 時 に 使 用 す る こ と が 可 能

な も のに あ つ ては 、 そ れぞ れ の装 置 を 同時 に 動 作さ せ た 状態

に お いて も 測 定す る 。

(8) 安 全 性 一 般 的 な 妥 当性 を 有 する 方 法 によ り 次の 事 項 を確 認 す る。 (5) 安 全 性 一 般 的 な妥 当 性 を有 す る 方法 に よ り次 の 事 項を 確 認す る 。

ア 絶縁 抵 抗 値そ の 他 きよ う 体 の絶 縁 状況 ア 絶 縁 抵抗 値 そ の他 き ょ う体 の 絶 縁状 況

イ 電線 の 収 容状 況 イ 電 線 の収 容 状 況



別 表 第 九 号 試 験 成 績 書 の 様 式 （ 第 46条 の ８ 関 係 ） 別 表 第 九号 試 験成 績 書 の様 式 （第 46条 の ８ 関 係 ）

第 １ 電 子 レ ン ジ 第 １ 電 子 レ ンジ
確認 番 号 確 認 番号

試 験 成 績 書 型 式 名 試 験 成 績 書 型 式 名

１ 測 定 値 １ 測 定 値
占幅 周 (1) 発 振 周 波 数 測 占 幅 周 (1) 発 振 周 波 数 測
有に 波 定 有 に 波 定
周含 数 条 周 含 数 条
波ま の 測 定 値 件 波 ま の 測 定 値 件
数れ 範 (2) 占 有 周 波 数 帯 幅 等 数 れ 範 (2) 占 有 周 波 数 帯 幅 等
帯る 囲 帯 る 囲

測 定 値 測 条 測 定 値 測 条
２ 高 周 波 出 力 件 ２ 高 周 波 出 力 件

定 等 定 等

測 定 値 測 定 値
３ 測 ３ 測

周 波 数 範囲 準 尖 頭 値 平 均値 (1) 9 0 M H zか ら 10
定 ス に 8 M H zま で 及 び (2 ) 4 7 0 M H zか ら ( 3 ) そ の 他 の 周 定

(1 ) 1 5 0 k H z以 上 プ よ 17 0 M H zか ら 22 7 7 0 M H z ま で 波 数
500k H z未 満 条 リ る 2 M H zま で の 周 の 周 波 数 条

ア 電 波数
(2 ) 5 0 0 k H z以 上 件 ス 界 件
5MHz以 下 発 強

等 射 度 等
(3 ) 5 M H zを 超 え
30MH z以 下

測 定 値 測 条
４ 不 要 発射 に よる 磁 界 強度 件 ４ 測 定 値 測

定 等
漏 電 (1) 扉 を 閉 め た 状 態 定

測 定 値 え 力
５ い 束 ( 2 ) 発 振 停 止 の 直 前 の 位 置 条

周 波 数 範囲 準 尖 頭値 平 均値 電 密 ま で扉 を 開 いた 状 態
不 波 度 件
要 (1) 3 0 M Hzを 超 え 測 の ( 3 ) ２ 倍 の 力 で 取 手 を 引 い
発 80.8 7 2M H z以 下 た 状 態 等
射
に (2) 8 0 . 87 2 M H zを 超 え 定 ( 1 ) 絶 縁 抵 抗 値 そ の 他 き ょ
よ 81.8 8 MH z未 満 ５ う 体 の 絶 縁 状況 測
る 定
電 (3) 8 1 . 88 M H z以 上 条 安 条
界 134. 7 86 M H z以 下 全 ( 2 ) 高 圧 電 気 に よ り 充 電 さ 件
強 性 れ る 器 具 及 び 電 線 の 収 容 等
度 ( 4 ) 1 3 4 . 7 8 6 M H zを 超 件 状 況

え 136.4 1 4 M H z未 満

(5) 1 3 6 .4 1 4 M H z以 上 等
230M H z以 下

(6) 2 3 0 MH zを 超 え
1,00 0 MH z以 下

周 波 数 範 囲 尖 頭 値

(7) 1 G H zを 超 え 2.3G H z以 下 測

(8) 2 . 3 GH zを 超 え 2.4G H z未 満 定

る
妨
害
波
電
圧

電
源
端
子
に
お
け



(9 ) 2 . 5 GH zを 超 え 5.72 5 G Hz未 満 条

(10) 5 . 87 5 G H zを 超 え 11.7G H z未 満 件

(11) 1 1 .7 G H z以 上 12.7 G H z以 下 等

(12) 1 2 .7 G H zを 超 え 18GH z以 下

測 定 値
６ 測

周 波数 範 囲 尖 頭 値 定
重 け 条
み 測 (1) 1 , 0 05 M H zか ら 2,39 5 M Hz 件
付 定 等

(2) 2 , 5 05 M H zか ら 17,9 9 5 MH z

７ 測 定 値 測

漏 電 (1) 扉 を 閉 め た 状態 定
え 力
い 束 ( 2 ) 発 振 停 止 の 直 前 の 位 置 条
電 密 ま で 扉を 開 いた 状 態
波 度 件
の ( 3 ) ２ 倍 の 力 で 取 手 を 引 い

た 状 態 等

８ ( 1 ) 絶 縁 抵 抗 値 そ の 他 き よ 測
う 体 の絶 縁 状況 定

安 条
全 ( 2 ) 高 圧 電 気 に よ り 充 電 さ 件
性 れ る 器 具 及 び 電 線 の 収 容 等

状 況

注 １ 測 定 条件 等 の欄 に は、測 定 年 月日 及 び 使用 測 定 器名（ 形 式、購 入 年 及び 製 造 者名） 注 １ 測 定 条 件 等 の 欄 に は 、 測 定 年 月 日 、 使 用 測 定 器 名 （ 形 式 、 購 入 年 、 製 造 者 名 ）

そ の 他 参考 と なる 事 項 を記 入 す るこ と 。 そ の 他 参考 と な る事 項 を 記入 す るこ と 。

２ ５ の 欄の 「 測定 条 件 等」 に は 、設 備 か らの 距 離 を記 載 する こ と 。 ２ 用 紙 の 大き さ は 、日 本 工 業規 格 Ａ 列４ 番 と する こ と。

３ 用 紙 の大 き さは 、 日 本工 業 規 格Ａ 列 ４ 番と す る こと 。

第 ２ 電 磁 誘 導加 熱 式 調理 器

第２ 電 磁誘 導 加熱 式 調 理器
確認 番 号 試 験 成 績 書 確 認 番号

試 験 成 績 書 型 式 名 型 式 名

測 定 値 測 条 測 定 値 測 条
１ 利 用 周 波 数 件 １ 利 用 周 波 数 件

定 等 定 等

測 定 値 測 条 測 定 値 測 条
２ 周 波 数 変 動 幅 件 ２ 周 波 数 変 動 幅 件

定 等 定 等

測 定 値 測 条 測 定 値 測 条
３ 高 周 波 出 力 件 ３ 高 周 波 出 力 件

定 等 定 等

測 定 値 測 定 値
４ 測 (1) 利 用 周 波 数 測

周 波 数 範囲 準尖 頭 値 平 均 値
電 定 ４ 利 用 周 波 数 定



源 (1) 1 0 k Hz以 上 に よ る 発 射 及 ( 2 ) 5 2 6 . 5 k H zか 測 定 値
端 50kH z未 満 条 び ス プ リ ア ス ら 1,6 0 6 . 5 k H z 条
子 発 射 に よ る 漏 まで の 周 波数
に (2) 5 0 k Hz以 上 件 え い 電 界 強 度 件
お 148. 5 kH z未 満 ( 3 ) そ の 他 の 周 測 定 値
け 等 波数 等
る (3) 1 4 8 .5 k H z以 上
妨 500k H z未 満
害 ( 1 ) 絶 縁 抵 抗 値 そ
波 (4) 5 0 0 kH z以 上 ５ の 他 き ょ う 体 の 測
電 5MHz以 下 絶 縁 状 況 定
圧 安 条

(5) 5 M H zを 超 え 全 ( 2 ) 電 線 の 収 容 状 件
30MH z以 下 性 況 等

５ 測 定 値 注 １ 測 定 条 件 等 の 欄 に は 、 測 定 年 月 日 、 使 用 測 定 器 名 （ 形 式 、 購 入 年 、 製 造 者 名 ）
そ の 他 参考 と な る事 項 を 記入 す るこ と 。

準 尖 頭値 ２ 用 紙 の 大き さ は 、日 本 工 業規 格 Ａ 列４ 番 と する こ と。
周 波 数 範囲 測

水平 成 分 垂 直 成分

(1) 1 0 k Hz以 上 定
70kH z未 満

(2) 7 0 k Hz以 上 条
148. 5 kH z未 満

(3) 1 4 8 .5 k H z以 上 件
526. 5 kH z未 満

(4) 5 2 6 .5 k H z以 上 等
1,60 6 .5 k H z以 下

(5) 1 , 6 06 . 5 k H zを 超
え 30MHz以 下

６ 測 定 値

周 波 数 範囲 準 尖 頭値

(1) 1 0 k Hz以 上 測
70kH z未 満

(2) 7 0 k Hz以 上 定
148. 5 kH z未 満

(3) 1 4 8 .5 k H z以 上 条
526. 5 kH z未 満

(4) 5 2 6 .5 k H z以 上 件
912k H z以 下

(5) 9 1 2 kH zを 超 え 等
４ MHz未 満

(6) ４ MHz以 上
30MH z以 下

測 定 値

７ 周 波 数 範囲 準 尖 頭値

不 (1) 3 0 M Hzを 超 え 測
要 80.8 7 2M H z以 下

ン
テ
ナ
に
よ
り
測
定
し
た
電
流

直
径
２
メ
ー
ト
ル
の
ル
ー
プ
ア

３
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
磁
界
強
度



発
射 (2) 8 0 . 87 2 M H zを 超 え 定
に 81.8 8 MH z未 満
よ
る (3) 8 1 . 88 M H z以 上 条
電 134. 7 86 M H z以 下
界
強 ( 4 ) 1 3 4 . 7 8 6 M H zを 超 件
度 え 136.4 1 4 M H z未 満

(5) 1 3 6 .4 1 4 M H z以 上 等
230M H z以 下

(6) 2 3 0 MH zを 超 え
1,00 0 MH z以 下

( 1 ) 絶 縁 抵 抗 値 そ
の 他 き よ う 体 の 測
絶 縁状 況 定

８ 安 全 性 条
( 2 ) 電 線 の 収 容 状 件

況 等

注 １ 測 定条 件 等 の欄 に は、測 定 年月 日、使用 測 定 器名（ 形 式、購入 年 及 び製 造 者 名）

そ の 他参 考 と なる 事 項を 記 入 する こ と 。

２ ７ の欄 の 「 測定 条 件 等」 に は、 設 備 から の 距 離を 記 載 する こ と 。

３ 用 紙の 大 き さは 、 日 本工 業 規格 Ａ 列 ４番 と す るこ と 。



一 
 

○ 無 線 局 免 許 手 続 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 五 号 ） 

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 案 現   行 

別表第六号 高周波利用設備の許可申請書及び添付書類の様式（第 26条関係） 

第 1 申請書 

  略 

 

 第２ 添付書類（設備規則第 60条第２号の規定の適用を受ける電力線搬送通信設

備の場合を除く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別表第六号 高周波利用設備の許可申請書及び添附書類の様式（第 26条関係） 

第 1 申請書 

  略 

 

 第２ 添付書類（設備規則第 60条第２号の規定の適用を受ける電力線搬送通信設

備の場合を除く。） 
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  高周波利用設備 

(  装置分) 

申請書 
届 書 
(注2) 

(注1)の添付書類 
※整理
番号   

  

１ 

工

事 
 

(装置の別) 
(1) 
使用周
波数 

(2) 
発振
方式 

(3)占有周波
数帯幅又
は周波数
変動幅 

(4) 
高周波
出力 

(5)負荷と
電極の
結合方
式 

(6) 
装置内
電源ろ
波器 

              

(装置の別) (7)しやへ
い部分 

(8)機器の製造
者名 

(9)機器の型式
又は名称 

(10)機器の製
造番号 

          

設

計 

(11)高周波そ
く流線輪 

(12)電源
ろ波器 

(13)しやへい
室等 

(14)その他の
工事設計 

(15)添付図面 

□ 有 
 
 
 

□ 無 

  

アしやへい室 
  □有□無 
 材料 
 構造 
イ設備を設置
する建物の
構造 

  

□ア線路系統図 
□イ装置の系統

図 
□ウ装置の外観

を示す図又
は写真 

2 設置場所付近の
図面 

□ 設置場所付近の建造物等の状況を示す図 

3 参 考 事 項   

  
ふ り が な   

6 設 備 の
種別   

4 氏 名 又 は 名 称   

ふ り が な   

5 住 所   

7 設 置 の 目 的   

8 設 置 場 所   

9 高周波電
流を通ず
る線路  

(1) 種 別 (2) 区 間 
10 許可の番

号 
11 許可の年

月日 

        

※ 備 考   

  

 
2
5
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
 

短 辺     (日本工業規格A列4番) 

長

辺 

    
 

 
 
 
 
 
 

  高周波利用設備 

(  装置分) 

申請書 
届 書 
(注2) 

(注1)の添付書類 
※ 整 理

番号 
  

  

１

工

事

設

計 

(装置の別) 
(1) 
使 用 周
波数 

(2) 
発 振
方式 

(3)占有周波数
帯幅又は周
波数変動幅 

(4) 
高 周 波
出力 

(5)負荷と
電極の結
合方式 

(6)装置
内 電 源
ろ波器 

              

(装置の別) (7)遮蔽部分 
(8)機器の製造者

名 
(9)機器の型式又

は名称 
(10)機器の製造

番号 

          

(11)高周波そ
く流線輪 

(12)  電源ろ波
器 

(13)遮蔽室等 
(14)その他の

工事設計 
(15)添付図面 

□ 有 
 
 

□ 無 

  

ア遮蔽室 
  □有□無 
 材料 
 構造 
イ設備を設置す

る建物の構造 

  

□ア線路系統図 
□イ装置の系統図 
□ウ装置の外観を

示す図又は写
真 

(16) 設備規則第65条第１項における区別 (17) 定格入力電力 

    

(18) 無変調搬送波状の妨害波の発生 (19) 無変調搬送波状以外の変動妨害波の発生  

□ 有   □ 無 □ 有    □ 無 

2 設置場所付近の図面 □ 設置場所付近の建造物等の状況を示す図 

3 参 考 事 項   

  ふ り が な   
6  設 備 の

種別 
  

4 氏 名 又 は 名 称   

ふ り が な   

5 住 所   

7 設 置 の 目 的   

8 設 置 場 所   

9 高周波電流
を通ずる線路 

(1) 種 別 (2) 区 間 10 許 可 の 番 号 11 許可の年月日 

        

※ 備 考   

  

 

短 辺     (日本工業規格A列4番)  



三 
 

注 1 不要の文字は
まつ

抹消すること。 
2 2 以上の装置を一の申請書又は届書に記載する場合は，その装置の数を記載す

ること(第 26 条第 1項参照)。 

3 各欄の記載は，次のとおりとすること。 

区 別 記 載 す る 欄 備 考 

1 電力線搬
送 通 信 設
備，誘導式
通 信 設 備
又 は 誘 導
式 読 み 書
き 通 信 設
備  (以下
こ の 様 式
に お い て
「 通 信 設
備 」 と い
う。) 

(1) 新設許可の申請
(法第 100 条第 1 項
の許可の申請をい
う。以下この表にお
いて同じ。)の場合 

1の(1)，(2)，(3)，(4)，
(8)，(9)，(10)，(11)(注
1),(12)，(14)及び(15)
並びに 3 から 9 まで(注
1) 

(注 1) 電力線
搬送通信
設備及び
誘導式通
信設備の
場合に限
る。 

(注 2) 行政手
続等にお
ける情報
通信の技
術の利用
に関する
法律 (平
成14年法
律第 151
号 )第３
条第１項
の規定に
よる電子
情報処理
組織を使
用 せ ず
に，申請
等を行う
場合にお
いては，
記載事項
を変更す
る欄に限
る 。 

(注 3) 8 の欄
又は 9 の
欄の記載
事項を変
更する場
合 に 限
る。 

(2) 変更の許可の申
請又は届出 (法第
100条第 5項におい
て準用する法第 17
条の許可又は届出
をいう。以下この表
において同じ。)の
場合 

1 の(1)(注 2),(2)(注
2),(3)( 注 2),(4)( 注
2),(8)( 注 2),(9)( 注
2),(10)(注 2),(11)(注
2),(12)(注 2),(14)(注
2)及び(15)(注 2),3，4，
5，6(注 3),7(注 3),8(注
3),9(注 3)，10並びに 11 

2 医療用設
備，工業用
加熱設備又
は各種設備 

(1) 新設許可の申請
の場合 

1の(1)，(2)，(3)，(4)，
(5)，(6)，(7)，(8)，(9)，
(10)，(12)，(13)，(14) ，
(15) ，(16)，(17)，(18)
及び(19)並びに 2から 8
まで 

(2) 変更の許可の申
請又は届出の場合 

1 の(1)(注 2),(2)(注
2),(3)( 注 2),(4)( 注
2),(5)( 注 2),(6)( 注
2),(7)( 注 2),(8)( 注
2),(9)(注 2),(10)(注
2),(12)(注 2),(13)(注
2),(14)(注 2),(15)(注
2), (16) (注 2)，(17) 
(注 2) ，(18) (注 2)及
び (19) ( 注 2),2( 注
2),3，4，5，6(注 3),7(注
3),8(注 3),10並びに 11 

注 1 不要の文字は
まつ

抹消すること。 
2 2 以上の装置を一の申請書又は届書に記載する場合は，その装置の数を記載す

ること(第 26条第 1項参照)。 

3 各欄の記載は，次のとおりとすること。 

区 別 記 載 す る 欄 備 考 

1 電力線
搬送通信
設備，誘
導式通信
設備又は
誘導式読
み書き通
信 設 備 
(以下こ
の様式に
お い て
「通信設
備」とい
う。) 

(1) 新設許可の申請
(法第 100 条第 1 項
の許可の申請をい
う。以下この表にお
いて同じ。)の場合 

1の(1)，(2)，(3)，(4)，
(8)，(9)，(10)，(11)(注
1),(12)，(14)及び(15)
並びに3から8まで及び
9(注 1) 

(注 1) 電力線
搬送通信
設備及び
誘導式通
信設備の
場合に限
る。 

(注 2) 行政手
続等にお
ける情報
通信の技
術の利用
に関する
法 律 ( 平
成 14年法
律第 151
号 ) 第 三
条第一項
の規定に
よる電子
情報処理
組織を使
用せずに，
申請等を
行う場合
において
は，記載
事項を変
更する欄
に限る。 

(注 3) 8 の欄
又は 9 の
欄の記載
事項を変
更する場
合に限る。 

(2) 変更の許可の申
請又は届出 (法第
100条第 5項におい
て準用する法第 17
条の許可又は届出
をいう。以下この表
において同じ。)の
場合 

1 の(1)(注 2),(2)(注
2),(3)( 注 2),(4)( 注
2),(8)( 注 2),(9)( 注
2),(10)(注 2),(11)(注
2),(12)(注 2),(14)(注
2)及び(15)(注 2),3，4，
5，6(注 3),7(注 3),8(注
3),9(注 3)，10，11 

2 医療用
設備，工
業用加熱
設備又は
各種設備 

(1) 新設許可の申請
の場合 

1の(1)，(2)，(3)，(4)，
(5)，(6)，(7)，(8)，(9)，
(10)，(12)，(13)，(14)
及び(15)並びに 2から 8
まで 

(2) 変更の許可の申
請又は届出の場合 

1 の(1)(注 2),(2)(注
2),(3)( 注 2),(4)( 注
2),(5)( 注 2),(6)( 注
2),(7)( 注 2),(8)( 注
2),(9)(注 2),(10)(注
2),(12)(注 2),(13)(注
2),(14)( 注 2) 及 び
(15)(注 2),2(注 2),3，
4， 5， 6(注 3),7(注
3),8(注 3),10，11 



四 
 

4 ※印を付けた欄は，記載しないこと。 
5 1の(1)の欄から(10)の欄までは，通信設備の場合には送信装置，通信設備以外

の設備の場合には高周波発生装置について記載すること。申請に係る設備が 2

以上の装置を有する場合には，1の欄の(装置の別)の欄に「第 1，第 2」(移動す

る装置を有しない設備の場合に限る。)又は「固定第 1，固定第 2，移動第 1，…

……」(移動する装置を有する通信設備の場合に限る。)のように記載し，1の(1)

の欄から(10)の欄までに各装置に対応する該当事項を記載すること。この場合

において，各欄の記載事項が同一のものについては，装置の別との対応が明ら

かな限度において，次のように一括して記載することができる。 

(装置の別) 
(1) 使用周

波数 
(2) 発 振
方式 

(3) 占有周波数帯幅又は
周波数変動幅 

(4)  高周
波出力 

第 1，第 2  

第 3～第 10 

255kHz 

355kHz 
水晶発振 

6kHz  

40kHz  
100W 

6 1 の(1)の欄は，「255kHz」のように占有周波数帯幅又は周波数変動幅の中央に

おける周波数を記載すること。 

7 1 の(2)の欄は，「水晶発振」，「自励発振」，「火花発振」，「マグネトロン発振」

のように記載すること。 

8 1の(3)の欄は，通信設備の場合には占有周波数帯幅を「6kHz」のように，通信

設備以外の設備の場合には周波数変動幅(負荷をかけたときの最高周波数と最低

周波数との差とする。)を使用周波数を基準として「(±)100kHz」のように記載

すること。 

9 1の(4)の欄は，最大出力を「1kW」のように記載すること。 

10 1の(5)の欄は，「誘電結合」，「誘導結合」のように記載すること。 

11 1 の(6)の欄は，高周波発生装置のきよう体内に収められている電源ろ波器の

有無を記載すること。この場合において、2以上の装置を有する場合には，次の

ように記載すること。 

 

 

4 ※印を付けた欄は，記載しないこと。 
5 1の(1)の欄から 1の(10)の欄までは，通信設備の場合には送信装置，通信設備

以外の設備の場合には高周波発生装置について記載すること。申請に係る設備

が 2以上の装置を有する場合には，1の欄の(装置の別)の欄に「第 1，第 2」(移

動する装置を有しない設備の場合に限る。)又は「固定第 1，固定第 2，移動第 1，

………」(移動する装置を有する通信設備の場合に限る。)のように記載し，1の

(1)の欄から 1の(10)の欄までに各装置に対応する該当事項を記載すること。こ

の場合において，各欄の記載事項が同一のものについては，装置の別との対応

が明らかな限度において，次のように一括して記載することができる。 

(装置の別) 
(1) 使用周

波数 
(2) 発 振
方式 

(3) 占有周波数帯幅又は
周波数変動幅 

(4)  高周
波出力 

第 1，第 2  

第 3～第 10 

255kHz 

355kHz 
水晶発振 

6kHz  

40kHz  
100W 

6 1 の(1)の欄は，「255kHz」のように占有周波数帯幅又は周波数変動幅の中央に

おける周波数を記載すること。 

7 1 の(2)の欄は，「水晶発振」，「自励発振」，「火花発振」，「マグネトロン発振」

のように記載すること。 

8 1の(3)の欄は，通信設備の場合には占有周波数帯幅を「6kHz」のように，通信

設備以外の設備の場合には周波数変動幅(負荷をかけたときの最高周波数と最低

周波数との差とする。)を使用周波数を基準として「(±)100kHz」のように記載

すること。 

9 1の(4)の欄は，最大出力を「1kW」のように記載すること。 

10 1の(5)の欄は，「誘電結合」，「誘導結合」のように記載すること。 

11 1 の(6)の欄は，高周波発生装置の筐体内に収められている電源濾波器の有無

を記載すること。2以上の装置を有する場合には，次のように記載すること。 

 

 

きよう ろ 



五 
 

  

(装置の別)   

  

  
(6) 装置内電源

ろ波器 

  
第 1 ～ 第 3 

 
第 4 ～第 10 

    
無 
 
有 

 

12 1 の(7)の欄は，装置ごとに遮蔽が施されているものについて，その遮蔽され

ている部分を「全部」，「電源部」，「出力回路」のように記載すること。 

13 1の(11)の欄の□には，該当する事項にレ印を付けること。 

14 1の(12)の欄は，送信装置又は高周波発生装置のきょう体外に設けられる電源

ろ波器の有無を記載すること。この場合において，2以上の装置に共用される場

合は，その旨を記載すること。 

   (記載例) 第 1～第 3  有(共用) 

        第 4，第 5  有(個別) 

        第 6     無 

15 1の(13)の欄の記載は，次によること。 

(1) 遮蔽室の□には，該当する事項にレ印を付けるとともに，遮蔽室を有する

場合には，その材料及び構造(寸法，形状及び接地箇所の数)を記載し，収容

する装置の別を付記すること。 

     (記載例) ア 遮蔽室 レ 有 □ 無(第 1～第 3，第 6) 

            材料 厚さ 1mm 亜鉛鍍鉄板(径 5mm円孔打抜き) 

            構造 3m×4m×2.5m 接地 1 

(2) 設備を設置する建物の構造は，設備を設置する部分の構造及び階数を「木

造鉄網モルタル塗り(1階)」，「鉄筋コンクリート造(2階)」のように記載する

こと。 

16 1 の(14)の欄は，(1)の欄から(13)の欄までの記載事項以外の工事設計につい

て，「電波法第 100 条第 5 項において準用する同法第 28 条，第 30 条及び第 38

条に規定する条件に合致している。」旨を記載すること。 

17 1の(15)の欄の添付図面は，次の表に掲げるところにより提出するものとし，

  

(装置の別)   

  

  
(6) 装置内電源

ろ波器 

  
第 1 ～ 第 3 

 
第 4 ～第 10 

    
無 
 

有 

 

12 1 の(7)の欄は，装置ごとに遮蔽が施されているものについて，その遮蔽され

ている部分を「全部」，「電源部」，「出力回路」のように記載すること。 

13 1の(11)の欄の□には，該当する事項にレ印を付けること。 

14 1の(12)の欄は，送信装置又は高周波発生装置の筐体外に設けられる電源濾波

器の有無を記載すること。この場合において，2以上の装置に共用される場合は，

その旨を記載すること。 

   (記載例) 第 1～第 3  有(共用) 

        第 4，第 5  有(個別) 

        第 6     無 

15 1の(13)の欄の記載は，次によること。 

(1) 遮蔽室の□には，該当する事項にレ印を付けるとともに，遮蔽室を有する

場合には，その材料及び構造(寸法，形状及び接地箇所の数)を記載し，収容

する装置の別を附記すること。 

     (記載例) ア しやへい室 レ 有 □ 無(第 1～第 3，第 6) 

            材料 厚さ 1mm亜鉛鍍鉄板(径 5mm円孔打抜き) 

            構造 3m×4m×2.5m 接地 1 

(2) 設備を設置する建物の構造は，設備を設置する部分の構造及び階数を「木

造鉄網モルタル塗り(1階)」，「鉄筋コンクリート造(2階)」のように記載する

こと。 

16 1 の(14)の欄は，1 の(1)の欄から 1 の(13)の欄までの記載事項以外の工事設

計について，「電波法第 100条第 5項において準用する同法第 28条，第 30条及

び第 38条に規定する条件に合致している。」旨を記載すること。 

17 1の(15)の欄の添附図面は，次の表に掲げるところにより提出するものとし，

しやへい しやへい 

きよう ろ 

しやへい しやへい 



六 
 

同欄の□には，該当する事項にレ印を付けること。 

区 別 
添付する
図面 

内 容 

1 電 力
線 搬 送
通 信 設
備 

(1) アの
図 

高周波電流を通ずる線路の系統について，当該線路の長さ

及び線種，固定装置(送信装置の設置場所と設置場所を異に

する受信装置を含む。)の位置，高周波そく流線輪及び電源

ろ波器の挿入箇所，各支線の分岐点並びに固定装置(送信装

置に限る。)の設置場所(構内及び構外)付近における他の送

電線等の施設状況を併せて表示すること。 

2 誘 導

式 通

信設備 

(1) アの

図 

高周波電流を通ずる線路の経路を示すもの(当該線路の長さ

及び線種，固定装置(送信装置の設置場所と設置場所を異に

する受信装置を含む。)の位置，高周波そく流線輪及び電源

ろ波器の挿入箇所並びにこの経路に接近して存在する他の

電線路との相互間の距離を併せて表示すること。) 

3 誘導

式読み

書き通

信設備 

(1) イの

図 

(2) ウの

図 

装置の系統図 

装置の外観を示す図又は写真 

4 医療

用 設

備，工

業用加

熱設備

 

(1) ウの

図 
装置の外観を示す図又は写真 

 

同欄の□には，該当する事項にレ印を付けること。 

区 別 
添付す る
図面 

内 容 

1 電 力
線 搬 送
通 信 設
備 

(1) アの
図 

高周波電流を通ずる線路の系統について，当該線路の長さ

及び線種，固定装置(送信装置の設置場所と設置場所を異に

する受信装置を含む。)の位置，高周波そく流線輪及び電源

ろ波器のそう入箇所，各支線の分岐点並びに固定装置(送信

装置に限る。)の設置場所(構内及び構外)付近における他の

送電線等の施設状況をあわせて表示すること。 

2 誘導

式 通

信 設

備 

(1) アの

図 

高周波電流を通ずる線路の経路を示すもの(当該線路の長さ

及び線種，固定装置(送信装置の設置場所と設置場所を異に

する受信装置を含む。)の位置，高周波そく流線輪及び電源

ろ波器のそう入箇所並びにこの経路に接近して存在する他

の電線路との相互間の距離をあわせて表示すること。) 

3 誘導

式読み

書き通

信設備 

(1) イの

図 

(2) ウの

図 

装置の系統図 

装置の外観を示す図又は写真 

4 医療

用 設

備，工

業用加

熱設備

 

(1) ウの

図 
装置の外観を示す図又は写真 
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18 1 の(16)の欄は，設備規則第 65 条第１項第１号から第７号までのうち該当す

るものを「第１号」のように記載すること。また，別に告示するものに該当す

るときはその旨も記載すること。 

19 1の(17)の欄は，定格入力電力を「1kVA」のように記載すること。 

20 1の(18)の欄の□には，該当する事項にレ印を付けること。 

21 1の(19)の欄の□には，該当する事項にレ印を付けること。 

22 2の欄の設置場所付近の図面は，医療用設備，工業用加熱設備又は各種設備に

限り，その設置場所を中心とした概略半径 200メートルの円内の略図に建造物，

道路、空地等の状況を示して提出すること(提出する場合には，□にレ印を付け

ること。)。ただし，通信設備以外の高周波利用設備の電源端子における妨害波

電圧並びに使用周波数による発射及び不要発射による磁界強度又は電界強度が，

設備規則第 65条第１項第１号から第４号までに定める最大許容値以下である場

合においては、当該図面の提出を要しない。 

 

 

23 3の欄は，次の事項を記載すること。 

(1) 第 26条第 3項(第 29 条第 2項において準用する場合を含む。)の規定によ

り工事設計の記載を省略する場合は，その旨 

(2) 実験を目的とする電力線搬送通信設備又は施行規則第 45条第 3号に規定す

る各種設備(450kHz以下の周波数の電波を使用し、高周波出力が 500ワットを

超え、かつ、30メートルの距離における磁界強度が 37.1＋20log10  デシベ

ル（毎メートル１マイクロアンペアを０デシベルとする。）を超えるものに限

る。)(以下「実験設備」という。)の場合は、実験に係る計画書を添付する旨

記載し、当該計画書に次に掲げる事項を記載すること。 

   ア 設置者の連絡担当者及び連絡先 

   イ 実験の期間 

ウ 実験設備によつて副次的に発する電波又は高周波電流が他の通信に混信

又は障害を与えない技術的根拠 

 

 

 

 

 

 

18 2の欄の設置場所付近の図面は，医療用設備，工業用加熱設備又は各種設備に

限り，その設置場所を中心とした概略半径 200メートルの円内の略図に建造物，

道路及び空地等の状況を示して提出すること。(提出する場合には，□にレ印を

付けること。)ただし，設備規則第 65 条に定める通信設備以外の高周波利用設

備の使用周波数による発射又はスプリアス発射による電界強度の最大許容値が，

医療用設備及び各種設備にあつては 30 メートルの距離において毎メートル 100

マイクロボルト以下，工業用加熱設備にあつては 100 メートルの距離において

毎メートル 100 マイクロボルト以下である場合においては，当該図面の提出を

要しない。 

19 3の欄は，次の事項を記載すること。 

(1) 第 26条第 3項(第 29条第 2項において準用する場合を含む。)の規定によ

り工事設計の記載を省略する場合は，その旨 

(2) 実験を目的とする電力線搬送通信設備又は施行規則第 45条第 3号に規定す

る各種設備(450kHz以下の周波数の電波を使用し、高周波出力が 500ワットを

超え、かつ、30 メートルの距離における電界強度が毎メートル  ミリボル

トを超えるものに限る。)(以下「実験設備」という。)の場合は、実験に係る

計画書を添付する旨記載し、当該計画書に次の項目を記載すること。 

 

ア 設置者の連絡担当者及び連絡先 

   イ 実験の期間 

ウ 実験設備によつて副次的に発する電波又は高周波電流が他の通信に混信

又は障害を与えない技術的根拠 

500

P

500

P
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   エ 混信等の対策 

   (ア) 実験設備を運用する際の総合通信局長への事前連絡方法 

(イ) 他の通信設備への混信若しくは障害又は通信設備以外の設備への障害

が発生した場合における混信又は障害の除去のために必要な措置につい

ての内容 

(ウ) 漏えい電界強度の測定方法、測定場所、同一測定場所における運用時

間当たりの記録回数等 

オ 実験設備によつて副次的に発する電波又は高周波電流による影響を受け

るおそれがある無線設備又は無線設備以外の設備を所有又は占有する者の

うち、次に掲げる設備を所有又は占有する者に対する実験に係る計画に関

する説明の有無(「無」の場合は、その理由。) 

(ア) 実験設備の設置場所周辺の無線設備又は無線設備以外の設備 

(イ) 実験設備の設置場所付近の見晴らしの良い地点から目視で確認できる、

当該実験設備が使用する周波数帯を受信可能な受信設備 

(ウ) 実験設備を接続する配電線 

(エ) 法第 25条第 1項の規定により公開されている無線局の無線設備、日本

国内を設置場所とする短波放送事業者の無線局の無線設備又はその放送

を受信する受信設備その他の設備のうち、設置者が説明することを必要

と判断した設備 

カ 申請書、添付書類及び実験に係る計画書に記載する各項目のうち、当該

実験設備に関して公開できない事項及び総務省における情報の公開時に設

置者から周知を希望する事項 

(3) その他参考となる事項 

24 4の欄は，申請者が法人の場合はその名称を，団体の場合はその名称及び代表

者氏名を記載し，それぞれにふりがなを付けること。 

25 5の欄は，申請者が法人又は団体の場合は，本店又は主たる事務所の所在地を

記載し，ふりがなを付けること。 

26 6の欄は，電力線搬送通信設備，誘導式通信設備，誘導式読み書き通信設備，

   エ 混信等の対策 

   (ア) 実験設備を運用する際の総合通信局長への事前連絡方法 

(イ) 他の通信設備への混信若しくは障害又は通信設備以外の設備への障害

が発生した場合における混信又は障害の除去のために必要な措置につい

ての内容 

(ウ) 漏えい電界強度の測定方法、測定場所及び同一測定場所における運用

時間当たりの記録回数等 

オ 実験設備によつて副次的に発する電波又は高周波電流による影響を受け

るおそれがある無線設備又は無線設備以外の設備を所有又は占有する者の

うち、次の(ア)から(エ)までに掲げる設備を所有又は占有する者に対する

実験に係る計画に関する説明の有無(「無」の場合は、その理由。) 

(ア) 実験設備の設置場所周辺の無線設備又は無線設備以外の設備 

(イ) 実験設備の設置場所付近の見晴らしの良い地点から目視で確認できる、

当該実験設備が使用する周波数帯を受信可能な受信設備 

(ウ) 実験設備を接続する配電線 

(エ) 法第25条第1項の規定により公開されている無線局免許人の無線設備、

日本国内を設置場所とする短波放送事業者の無線設備又はその放送を受

信する受信設備その他の設備のうち、設置者が説明することを必要と判

断した設備 

カ 申請書、添付書類及び実験に係る計画書に記載する各項目のうち、当該

実験設備に関して公開できない事項及び総務省における情報の公開時に設

置者から周知を希望する事項 

(3) その他参考となる事項 

20 4の欄は，申請者が法人の場合はその名称を，団体の場合はその名称及び代表

者氏名を記載し，それぞれにふりがなを付けること。 

21 5の欄は，申請者が法人又は団体の場合は，本店又は主たる事務所の所在地を

記載し，ふりがなを付けること。 

22 6の欄は，電力線搬送通信設備，誘導式通信設備，誘導式読み書き通信設備，
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医療用設備，工業用加熱設備又は各種設備の別を記載すること。 

27 7 の欄は，「保安通信用」，「給電指令用」，「(何)業務の連絡用」，「木材の乾燥

用」，「金属の熔融用」のように具体的に記載すること。 

28 8の欄の記載は，次によること。 

(1) 移動しない装置については，その設置場所を「何県何市何町何番地何内」

のように記載し，ふりがなを付けること。 

(2) 移動する装置については，その常置場所及び移動範囲を記載すること。こ

の場合において，常置場所は，(1)の設置場所に準じて記載するものとする。 

(3) 2以上の装置を有する通信設備の申請の場合は，次によること。 

ア 設置場所が同一である装置ごとに一括して記載すること。 

イ 送信装置の設置場所と設置場所を異にする受信装置についても記載する

こと。ただし，移動する装置で受信装置のみのものについては記載を要し

ない。 

ウ 変更の許可の申請の場合は，既に許可を受けた装置で変更のないものに

ついても併せて記載すること。 

29 9の(1)の欄は，「送電線」，「配電線」，「誘導線」のように，9の(2)の欄は「(何)

変電所～(何)変電所」のように記載すること。 

30 該当欄に全部を記載することができない場合は，その欄に別紙に記載する旨

を記載し，この様式に定める規格の用紙に適宜記載すること。 

31 添付書類(添付図面を除く。)の写しの用紙は，この様式に定める規格の用紙

とする。 

32 変更の許可の申請又は届出の場合は，注 1 から注 30 まで(注 16 を除く。)に

よるほか，次によること。 

  (1) 変更に係る事項は，該当欄に変更後の事項を記載すること。 

  (2) 5 の欄から 11 の欄まで(8 の欄及び 9 の欄は，当該欄の事項に係る変更の

場合を除く。)は，許可状の記載事項により記載すること。 

 

第３ 添付書類（設備規則第 60 条第２号の規定の適用を受ける電力線搬送通信設

医療用設備，工業用加熱設備又は各種設備の別を記載すること。 

23 7 の欄は，「保安通信用」，「給電指令用」，「(何)業務の連絡用」，「木材の乾燥

用」，「金属の熔融用」のように具体的に記載すること。 

24 8の欄の記載は，次によること。 

(1) 移動しない装置については，その設置場所を「何県何市何町何番地何内」

のように記載し，ふりがなを付けること。 

(2) 移動する装置については，その常置場所及び移動範囲を記載すること。こ

の場合において，常置場所は，(1)の設置場所に準じて記載するものとする。 

(3) 2以上の装置を有する通信設備の申請の場合は，次によること。 

ア 設置場所が同一である装置ごとに一括して記載すること。 

イ 送信装置の設置場所と設置場所を異にする受信装置についても記載する

こと。ただし，移動する装置で受信装置のみのものについては記載を要し

ない。 

ウ 変更の許可の申請の場合は，すでに許可を受けた装置で変更のないもの

についてもあわせて記載すること。 

25 9の(1)の欄は，「送電線」，「配電線」，「誘導線」のように，9の(2)の欄は「(何)

変電所～(何)変電所」のように記載すること。 

26 該当欄に全部を記載することができない場合は，その欄に別紙に記載する旨

を記載し，この様式に定める規格及び質の用紙に適宜記載すること。 

27 添附書類(添附図面を除く。)の写しの用紙は，この様式に定める規格の用紙

とする。 

28 変更の許可の申請又は届出の場合は，注 1 から注 26 まで(注 16 を除く。)に

よるほか，次によること。 

  (1) 変更に係る事項は，該当欄に変更後の事項を記載すること。 

  (2) 5 の欄から 11 の欄まで(8 の欄及び 9 の欄は，当該欄の事項に係る変更の

場合を除く。)は，許可状の記載事項により記載すること。 

 

第３ 添付書類（設備規則第 60条第２号の規定の適用を受ける電力線搬送通信設



一 〇 
 

 

備の場合に限る。） 

  略 

備の場合に限る。） 

  略 
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○
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
妨
害
波
電
圧
等
の
許
容
値
）

（
電
界
強
度
の
許
容
値
）

第
六
十
五
条

通
信
設
備
以
外
の
高
周
波
利
用
設
備
の
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧

第
六
十
五
条

通
信
設
備
以
外
の
高
周
波
利
用
設
備
の
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
又
は
ス

並
び
に
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の

プ
リ
ア
ス
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値
は
、
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除
き
、

最
大
許
容
値
は
、
別
に
告
示
す
る
も
の
を
除
き
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
各
号
の
と
お
り
と
す
る
。

一

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

一

医
療
用
設
備

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
（
当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物

kHz

GHz

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
で
あ
つ

そ
の
他
の
工
作
物
の
敷
地
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
そ
の
設
置
者
の
占
有
に
属

て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系
統
に
直
接
接

す
る
区
域
の
境
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と
そ
の
設
備
と
の
距
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が
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と
き
は
、
そ

続
す
る
施
設
で
使
用
さ
れ
る
も
の

の
境
界
）
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下

電
源
端
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害
波
電
圧
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(1)

最
大
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ロ
ボ
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〇
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シ
ベ

周
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す
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頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上
五
〇
〇

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六

kHz

未
満

五
六
デ
シ
ベ
ル
ま
で

デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz

※

五
〇
〇

以
上
五

以

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

下五

を
超
え
三
〇

以

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

下
注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。
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当
該
設
備
か
ら
三
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の
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に
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け
る
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び

(2)
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
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最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ

周

波

数

帯

ク
ロ
ア
ン
ペ
ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇

以
上
一
五
〇

七
九
・
九
デ
シ
ベ
ル
（
医
療
用
設
備
に
あ
つ
て
は
、

kHz

kHz

未
満

四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
）

一
五
〇

以
上
三
〇

三
九
デ
シ
ベ
ル
か
ら
三
デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz

MHz

未
満

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及

(3)
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

周

波

数

帯

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

三
〇

以
上
八
〇
・
八

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

七
二

以
下

MHz

八
〇
・
八
七
二

を
超

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

え
八
一
・
八
四
八

未
MHz

満八
一
・
八
四
八

以
上

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

一
三
四
・
七
八
六

以
MHz

下一
三
四
・
七
八
六

を
MHz

超
え
一
三
六
・
四
一
四

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
五
デ
シ
ベ
ル

未
満

MHz
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一
三
六
・
四
一
四

以

三
〇
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

上
二
三
〇

以
下

MHz

二
三
〇

を
超
え
一
、

三
七
デ
シ
ベ
ル

三
二
デ
シ
ベ
ル

MHz

〇
〇
〇

以
下

MHz

注
一

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト

ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か

ら
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

二

平
均
値
の
最
大
許
容
値
は
、
マ
グ
ネ
ト
ロ
ン
で
駆
動
す
る
装
置
に
の
み

適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
準
尖
頭
値
が
最
大
許
容
値
を
超
え
る

場
合
で
あ
つ
て
も
、
当
該
許
容
値
を
超
え
た
準
尖
頭
値
が
測
定
さ
れ
た
周

波
数
に
お
け
る
平
均
値
が
最
大
許
容
値
以
下
の
と
き
は
、
最
大
許
容
値
を

満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

無
変
調
搬
送
波
状
の
妨
害
波
を
発
生
さ
せ
、
四
〇
〇

を
超
え
る
周
波
数
で
動

(4)

MHz

作
す
る
設
備
の
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ

る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎
メ

周

波

数

帯

ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

一

を
超
え
一
八

以
下

七
〇
デ
シ
ベ
ル

GHz

GHz

無
変
調
搬
送
波
状
以
外
の
変
動
妨
害
波
を
発
生
さ
せ
、
四
〇
〇

を
超
え
る
周

(5)

MHz

波
数
で
動
作
す
る
設
備
の
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周

波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
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周

波

数

帯

ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一

を
超
え
二
・
三

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

GHz

以
下

二
・
三

を
超
え
二
・

一
一
〇
デ
シ
ベ
ル

GHz

四

未
満

GHz
二
・
五

を
超
え
五
・

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

七
二
五

未
満

GHz

五
・
八
七
五

を
超
え

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

一
一
・
七

未
満

GHz

一
一
・
七

以
上
一
二

七
三
デ
シ
ベ
ル

GHz

・
七

以
下

GHz

一
二
・
七

を
超
え
一

九
二
デ
シ
ベ
ル

GHz

八

以
下

GHz

四
〇
〇

を
超
え
る
周
波
数
で
動
作
す
る
設
備
の
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル

(6)

MHz

の
距
離
に
お
け
る
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
に
つ
い
て
、
一
、
〇
〇
五

か
ら

MHz

二
、
三
九
五

ま
で
の
間
及
び
二
、
五
〇
五

か
ら
一
七
、
九
九
五

ま
で
（
五
、

MHz

MHz

MHz

七
二
〇

か
ら
五
、
八
八
〇

ま
で
を
除
く
。
）
の
間
に
お
い
て
尖
頭
値
が
最
も

MHz

MHz

高
い
妨
害
波
の
周
波
数
を
中
心
と
し
て
、
一
〇

掃
引
し
た
値
の
尖
頭
値
の
最
大

MHz

許
容
値

毎
メ
ー
ト
ル
六
〇
デ
シ
ベ
ル
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

二

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

二

工
業
用
加
熱
設
備

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
（
当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る

kHz

GHz

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
以
外
の

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
敷
地
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
区
域
で
そ
の
設
置
者
の
占

設
備
で
あ
つ
て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系

有
に
属
す
る
区
域
の
境
界
と
そ
の
設
備
と
の
距
離
が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
と

統
に
直
接
接
続
す
る
施
設
で
使
用
さ
れ
る
も
の

き
は
、
そ
の
境
界
）
に
お
い
て
毎
メ
ー
ト
ル
一
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
以
下

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
の
最
大
許
容
値

(1)

最
大
許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
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周

波

数

帯

ル
と
す
る
。
）

準

尖

頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上
五
〇
〇

六
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら

五
六
デ
シ
ベ
ル
か
ら
四
六

kHz

未
満

五
六
デ
シ
ベ
ル
ま
で

デ
シ
ベ
ル
ま
で

※

kHz

※

五
〇
〇

以
上
五

以

五
六
デ
シ
ベ
ル

四
六
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

下五

を
超
え
三
〇

以

六
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

下
注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

(2)
ア

医
療
用
設
備

最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

周

波

数

帯

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ

当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー

ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け

ト
ル
の
距
離
に
お
け
る

る
準
尖
頭
値

準
尖
頭
値

一
〇

以
上
五
二
六

一
七
・
一
デ
シ
ベ
ル

四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

・
五

未
満

kHz

五
二
六
・
五

以
上

七
・
六
デ
シ
ベ
ル

二
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

一
、
六
〇
六
・
五
kHz

未
満

一
、
六
〇
六
・
五

四
・
一
デ
シ
ベ
ル

一
四
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

以
上
三
〇

未
満

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
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ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
、

当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

医
療
用
設
備
以
外
の
設
備

最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

周

波

数

帯

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ

当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー

ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け

ト
ル
の
距
離
に
お
け
る

る
準
尖
頭
値

準
尖
頭
値

一
〇

以
上
五
二
六

四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

七
九
・
九
デ
シ
ベ
ル

kHz

・
五

未
満

kHz

五
二
六
・
五

以
上

二
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

四
九
・
四
デ
シ
ベ
ル

kHz

一
、
六
〇
六
・
五
kHz

未
満

一
、
六
〇
六
・
五

一
四
・
五
デ
シ
ベ
ル

二
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

注
以
上
三
〇

未
満

MHz

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー

ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の

に
つ
い
て
の
み
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及

(3)
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

三
〇

以
上
二
三
〇

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz
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二
三
〇

を
超
え
一
、
〇
〇
〇

以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、

床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か
ら
一
〇

デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

三

各
種
設
備

kHz

GHz

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
で
あ
つ

て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系
統
に
直
接
接

続
す
る
施
設
以
外
の
施
設
で
使
用
さ
れ
、
試
験
場
（
設
置
場
所
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

に
お
い
て
試
験
を
行
う
も
の

電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
の
最
大
許
容
値

高
周
波
出
力
五
〇
〇
ワ
ツ
ト
以
下
の
も
の

第
一
号
に
同
じ
。

(1)

(1)

最
大
許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す

る
。
）

周
波
数
帯

定
格
入
力
電
力
が
七
五

以

定
格
入
力
電
力
が
七
五

を

kVA

kVA

下
の
も
の

超
え
る
も
の

準

尖

頭

値

平

均

値

準

尖

頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上

一
〇
〇
デ
シ

九
〇
デ
シ
ベ

一
三
〇
デ
シ

一
二
〇
デ
シ

kHz

五
〇
〇

未
満

ベ
ル

ル

ベ
ル

ベ
ル

kHz

五
〇
〇

以
上

八
六
デ
シ
ベ

七
六
デ
シ
ベ

一
二
五
デ
シ

一
一
五
デ
シ

kHz

五

以
下

ル

ル

ベ
ル

ベ
ル

MHz
五

を
超
え
三

九
〇
デ
シ
ベ

八
〇
デ
シ
ベ

一
一
五
デ
シ

一
〇
五
デ
シ

MHz
〇

以
下

ル
か
ら
七
三

ル
か
ら
六
〇

ベ
ル

ベ
ル

MHz

デ
シ
ベ
ル
ま

デ
シ
ベ
ル
ま

で

※

で

※

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。



- 8 -

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及

高
周
波
出
力
五
〇
〇
ワ
ツ
ト
を
こ
え
る
も
の

第
二
号
の
値
を
こ
え
な
い
範
囲

(2)

(2)

び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

に
お
い
て
、
第
一
号
の
値
に

（
Ｐ
は
、
高
周
波
出
力
を
ワ
ツ
ト
で
表
わ
し
た

数
と
す
る
。
）
を
乗
じ
た
値
以
下
。

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

四
八
・
五
デ
シ
ベ
ル
（
医
療
用

一
〇

以
上
一
五
〇

以
下

設
備
に
あ
つ
て
は
、
一
七
・
一

kHz

kHz

デ
シ
ベ
ル
）

一
五
〇

を
超
え
四
九
〇

未
満

五
七
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

四
九
〇

以
上
一
、
七
〇
五

以
下

四
七
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

一
、
七
〇
五

を
超
え
二
、
一
九
四

五
二
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

未
満

二
、
一
九
四

以
上
三
・
九
五

未
満

四
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

三
・
九
五

以
上
二
〇

未
満

一
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

二
〇

以
上
三
〇

以
下

八
・
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及

(3)
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

三
〇

を
超
え
四
七

未
満

六
八
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
七

以
上
六
八

以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

六
八

を
超
え
八
〇
・
八
七
二

以
下

六
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
〇
・
八
七
二

を
超
え
八
一
・
八
四
八

七
八
デ
シ
ベ
ル

MHz

未
満

MHz

500
P
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八
一
・
八
四
八

以
上
八
七

未
満

六
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
七

以
上
一
三
四
・
七
八
六

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
三
四
・
七
八
六

を
超
え
一
三
六
・
四

七
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

一
四

未
満

MHz

一
三
六
・
四
一
四

以
上
一
五
六

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
五
六

を
超
え
一
七
四

未
満

七
四
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
七
四

以
上
一
八
八
・
七

以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
八
八
・
七

を
超
え
一
九
〇
・
九
七
九

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

未
満

MHz一
九
〇
・
九
七
九

以
上
二
三
〇

以
下

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

二
三
〇

を
超
え
四
〇
〇

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
〇
〇

を
超
え
四
七
〇

未
満

六
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
七
〇

以
上
一
、
〇
〇
〇

以
下

六
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、

床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か
ら
一
〇

デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
変
調
搬
送
波
状
の
妨
害
波
を
発
生
さ
せ
、
四
〇
〇

を
超
え
る
周
波
数
で
動

(4)

MHz

作
す
る
設
備
の
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ

る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎
メ

一

を
超
え
一
八

以
下
の
周
波
数
帯

ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を

GHz

GHz

〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）

高
調
波
周
波
数
帯
域
内

八
二
デ
シ
ベ
ル

高
調
波
周
波
数
帯
域
外

七
〇
デ
シ
ベ
ル

四

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

kHz

GHz



- 10 -

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
以
外
の

設
備
で
あ
つ
て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系

統
に
直
接
接
続
す
る
施
設
以
外
の
施
設
で
使
用
さ
れ
、
試
験
場
に
お
い
て
試
験
を
行

う
も
の電

源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
の
最
大
許
容
値

(1)

最
大
許
容
値
（
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す

る
。
）

周
波
数
帯

定
格
入
力
電
力
が
二
〇

以

定
格
入
力
電
力
が
二
〇

を

kVA

kVA

下
の
も
の

超
え
る
も
の

準

尖

頭

値

平

均

値

準

尖

頭

値

平

均

値

一
五
〇

以
上

七
九
デ
シ
ベ

六
六
デ
シ
ベ

一
〇
〇
デ
シ

九
〇
デ
シ
ベ

kHz

五
〇
〇

未
満

ル

ル

ベ
ル

ル

kHz

五
〇
〇

以
上

七
三
デ
シ
ベ

六
〇
デ
シ
ベ

八
六
デ
シ
ベ

七
六
デ
シ
ベ

kHz

五

以
下

ル

ル

ル

ル

MHz
五

を
超
え
三

七
三
デ
シ
ベ

六
〇
デ
シ
ベ

九
〇
デ
シ
ベ

八
〇
デ
シ
ベ

MHz
〇

以
下

ル

ル

ル
か
ら
七
三

ル
か
ら
六
〇

MHz

デ
シ
ベ
ル
ま

デ
シ
ベ
ル
ま

で

※

で

※

注

※
を
付
し
た
値
は
、
周
波
数
の
対
数
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
し
た
値
と

す
る
。

利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

(2)
ア

医
療
用
設
備

最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

周

波

数

帯

当
該
設
備
か
ら

当
該
設
備
か
ら

当
該
設
備
か
ら

三
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
メ
ー
ト
ル

三
メ
ー
ト
ル
の
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の
距
離
に
お
け

の
距
離
に
お
け

距
離
に
お
け
る

る
準
尖
頭
値

る
準
尖
頭
値

準
尖
頭
値

一
〇

以
上
五
二
六

（
－
）
一
一
・

一
七
・
一
デ
シ

四
八
・
五
デ
シ

kHz

・
五

未
満

五
デ
シ
ベ
ル

ベ
ル

ベ
ル

kHz

五
二
六
・
五

以
上

（
－
）
一
一
・

七
・
六
デ
シ
ベ

二
八
・
五
デ
シ

kHz

一
、
六
〇
六
・
五

五
デ
シ
ベ
ル

ル

ベ
ル

kHz

未
満

一
、
六
〇
六
・
五

（
－
）
一
一
・

四
・
一
デ
シ
ベ

一
四
・
五
デ
シ

kHz

以
上
三
〇

未
満

五
デ
シ
ベ
ル

ル

ベ
ル

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー

ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の

に
つ
い
て
の
み
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ

医
療
用
設
備
以
外
の
設
備

最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

周

波

数

帯

当
該
設
備
か
ら

当
該
設
備
か
ら

当
該
設
備
か
ら

三
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
メ
ー
ト
ル

三
メ
ー
ト
ル
の

の
距
離
に
お
け

の
距
離
に
お
け

距
離
に
お
け
る

る
準
尖
頭
値

る
準
尖
頭
値

準
尖
頭
値

一
〇

以
上
五
二
六

一
九
・
九
デ
シ

四
八
・
五
デ
シ

七
九
・
九
デ
シ

kHz

・
五

未
満

ベ
ル

ベ
ル

ベ
ル

kHz

五
二
六
・
五

以
上

九
・
四
デ
シ
ベ

二
八
・
五
デ
シ

四
九
・
四
デ
シ

kHz

一
、
六
〇
六
・
五

ル

ベ
ル

ベ
ル

kHz

未
満

一
、
六
〇
六
・
五

五
デ
シ
ベ
ル

一
四
・
五
デ
シ

二
五
デ
シ
ベ
ル

kHz
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以
上
三
〇

未
満

ベ
ル

MHz

注

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー

ト
ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の

に
つ
い
て
の
み
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
設
備
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
け
る
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
及

(3)
び
不
要
発
射
に
よ
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

最
大
許
容
値
（
毎
メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

周

波

数

帯

定
格
入
力
電
力
が
二

定
格
入
力
電
力
が
二
〇
kVA

〇

以
下
の
も
の

を
超
え
る
も
の

kVA
準

尖

頭

値

準

尖

頭

値

三
〇

以
上
二
三
〇

四
〇
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

以
下

二
三
〇

を
超
え
一
、

四
七
デ
シ
ベ
ル

五
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

〇
〇
〇

以
下

MHz

注
一

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
、
そ
の
値
に
一
〇
デ
シ
ベ
ル

を
加
え
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

そ
の
設
備
（
ケ
ー
ブ
ル
を
含
む
。
）
の
大
き
さ
が
直
径
一
・
二
メ
ー
ト

ル
、
床
か
ら
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
円
柱
形
の
体
積
内
に
収
ま
る
も
の
に
あ

つ
て
は
、
当
該
設
備
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
し
た
値
か

ら
一
〇
デ
シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
を
も
つ
て
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

五

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

kHz

GHz

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
で
あ
つ

て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系
統
に
直
接
接
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続
す
る
施
設
以
外
の
施
設
で
使
用
さ
れ
、
設
置
場
所
に
お
い
て
試
験
を
行
う
も
の

当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離

(1)
（
当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
と
当
該
設
備
の
設
置
者
の
占
有

に
属
す
る
区
域
の
境
界
と
の
間
の
最
も
近
い
距
離
を
二
・
五
（
一

以
上
の
周
波

MHz

数
に
あ
つ
て
は
、
四
・
五
）
で
除
し
た
距
離
に
、
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
距
離

が
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ
の
距
離
（
そ
の
距
離
が
当
該
設
備

の
設
置
者
の
占
有
に
属
す
る
区
域
の
境
界
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
設
備
が
設
置

さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
と
当
該
設
備
の
設
置
者
の
占
有
に
属
す
る
区
域
の
境

界
と
の
間
の
最
も
近
い
距
離
又
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
い
ず
れ
か
長
い
距
離
）
。

に
お
い
て
同
じ
。）
に
お
け
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

(2)

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇

以
上
一
五
〇

以
下

（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

一
五
〇

を
超
え
四
九
〇

未
満

二
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

四
九
〇

以
上
一
、
七
〇
五

以
下

一
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

一
、
七
〇
五

を
超
え
二
、
一
九
四

kHz

kHz

一
八
・
五
デ
シ
ベ
ル

未
満

二
、
一
九
四

以
上
三
、
九
五
〇

未

kHz

kHz

一
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

満三
、
九
五
〇

以
上
二
〇

未
満

（
－
）
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

二
〇

以
上
三
〇

以
下

（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離

(2)
に
お
け
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト
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を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

三
〇

を
超
え
四
七

未
満

四
八
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
七

以
上
六
八

以
下

三
○
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

六
八

を
超
え
八
〇
・
八
七
二

以
下

四
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
〇
・
八
七
二

を
超
え
八
一
・
八
四

MHz

五
八
デ
シ
ベ
ル

八

未
満

MHz
八
一
・
八
四
八

以
上
八
七

未
満

四
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

八
七

以
上
一
三
四
・
七
八
六

以
下

四
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
三
四
・
七
八
六

を
超
え
一
三
六
・

MHz

五
〇
デ
シ
ベ
ル

四
一
四

未
満

MHz

一
三
六
・
四
一
四

以
上
一
五
六

以

MHz

MHz

四
〇
デ
シ
ベ
ル

下一
五
六

を
超
え
一
七
四

未
満

五
四
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
七
四

以
上
一
八
八
・
七

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

一
八
八
・
七

を
超
え
一
九
〇
・
九
七

MHz

四
〇
デ
シ
ベ
ル

九

未
満

MHz
一
九
〇
・
九
七
九

以
上
二
三
〇

以

MHz

MHz

三
〇
デ
シ
ベ
ル

下二
三
〇

を
超
え
四
〇
〇

以
下

四
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
〇
〇

を
超
え
四
七
〇

未
満

四
三
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

四
七
〇

以
上
一

以
下

四
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

GHz

六

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

kHz

GHz

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
以
外
の

設
備
で
あ
つ
て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系

統
に
直
接
接
続
す
る
施
設
以
外
の
施
設
で
使
用
さ
れ
、
設
置
場
所
に
お
い
て
試
験
を

行
い
、
定
格
入
力
電
力
が
二
〇

を
超
え
る
も
の

kVA
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当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に

(1)
お
け
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇

以
上
一
五
〇

以
下

（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

一
五
〇

を
超
え
四
九
〇

未
満

一
三
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

四
九
〇

以
上
三
、
九
五
〇

未
満

三
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

kHz

三
、
九
五
〇

以
上
二
〇

未
満

（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

二
〇

以
上
三
〇

以
下

（
－
）
二
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
で
き
な
い
と
き
は
、
三
〇
メ
ー
ト

ル
よ
り
も
長
い
距
離
に
お
い
て
測
定
し
、
そ
の
値
に
次
の
式
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
値
を
加
え
て
得
た
値
を
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
l
o
g
1
0

（d
/
3
0

）

（d
は

測
定
し
た
距
離
（メ

ート
ル

）と
す
る

）

、
。

当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に

(2)
お
け
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

三
〇

を
超
え
二
三
〇

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

二
三
〇

を
超
え
一
、
〇
〇
〇

以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
で
き
な
い
と
き
は
、
三
〇
メ
ー
ト

ル
よ
り
も
長
い
距
離
に
お
い
て
測
定
し
、
そ
の
値
に
次
の
式
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
値
を
加
え
て
得
た
値
を
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
l
o
g
1
0

（d
/
3
0

）

（d
は

測
定
し
た
距
離

（メ

ート
ル

）と
す
る

）

、
。

七

一
〇

以
上
四
〇
〇

以
下
の
周
波
数
の
高
周
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ
せ
て
、

kHz

GHz
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そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
材
料
の
処
理
、
検
査
又
は
分
析
の
た
め
に
用
い
る
設
備
以
外
の

設
備
で
あ
つ
て
、
住
居
用
に
使
用
す
る
目
的
の
建
造
物
に
給
電
す
る
低
電
圧
電
力
系

統
に
直
接
接
続
す
る
施
設
以
外
の
施
設
で
使
用
さ
れ
、
設
置
場
所
に
お
い
て
試
験
を

行
い
、
定
格
入
力
電
力
が
二
〇

以
下
の
も
の

kVA

当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に

(1)
お
け
る
磁
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ア
ン
ペ

ア
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

一
〇

以
上
三
〇

未
満

（
－
）
一
一
・
五
デ
シ
ベ
ル

kHz

MHz

注

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
で
き
な
い
と
き
は
、
三
〇
メ
ー
ト

ル
よ
り
も
長
い
距
離
に
お
い
て
測
定
し
、
そ
の
値
に
次
の
式
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
値
を
加
え
て
得
た
値
を
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
l
o
g
1
0

（d
/
3
0

）

（d
は

測
定
し
た
距
離
（メ

ート
ル

）と
す
る

）

、
。

当
該
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
外
壁
か
ら
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に

(2)
お
け
る
電
界
強
度
の
最
大
許
容
値

準
尖
頭
値
の
最
大
許
容
値
（
毎

周

波

数

帯

メ
ー
ト
ル
一
マ
イ
ク
ロ
ボ
ル
ト

を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。
）

三
〇

以
上
二
三
〇

以
下

三
〇
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

二
三
〇

を
超
え
一
、
〇
〇
〇

以
下

三
七
デ
シ
ベ
ル

MHz

MHz

注

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
測
定
で
き
な
い
と
き
は
、
三
〇
メ
ー
ト

ル
よ
り
も
長
い
距
離
に
お
い
て
測
定
し
、
そ
の
値
に
次
の
式
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
値
を
加
え
て
得
た
値
を
測
定
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
0
l
o
g
1
0

（d
/
3
0

）

（d
は

測
定
し
た
距
離

（メ

ート
ル

）と
す
る

）

、
。

２

前
項
に
掲
げ
る
電
源
端
子
に
お
け
る
妨
害
波
電
圧
並
び
に
利
用
周
波
数
に
よ
る
発
射
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及
び
不
要
発
射
に
よ
る
磁
界
強
度
又
は
電
界
強
度
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
大

臣
が
別
に
告
示
す
る
。
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